
哲
墨
・
研
究
　
　
第
｝
日
山
ハ
十
入
號

七
二

292

二
喜
・
コ
ラ
君
・
ウ
ス
・
ク
ず
ー
ヌ
ス
（
承
前
）

服
部
英
　
弐
　
郎

　
　
　
　
　
（
三
）

　
絶
醤
的
最
大
者
（
営
9
〆
亜
目
二
b
P
　
9
び
ω
〇
一
β
け
二
一
ご
）
、
憩
は
現
認

朗
に
、
存
在
し
得
る
総
て
の
も
の
で
あ
る
。
其
故
に
、
其

に
比
べ
て
は
何
物
も
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
の
出
來
な
い
も

の
、
帥
ち
最
大
者
（
露
ρ
〆
瓢
昌
ニ
ヨ
）
で
あ
る
ご
共
に
、
其
に
比

べ
て
は
何
物
も
よ
り
小
で
あ
る
こ
と
の
出
訴
な
い
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

師
ち
最
小
者
（
H
帰
昏
甘
昌
二
露
）
で
あ
る
。
帥
ち
志
州
的
最
大
者

は
、
其
の
外
に
何
物
を
も
有
し
な
い
が
故
に
、
総
て
の
反

音
を
免
れ
、
從
っ
て
其
に
於
て
は
最
大
者
ご
最
小
者
ご
は

館
一
す
る
。
其
は
最
大
者
ご
最
小
者
こ
の
、
又
一
般
に
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
を

て
の
反
封
者
の
統
】
で
あ
る
。

＊
最
大
者
ビ
最
小
者
ビ
の
隠
岬
…
の
論
謹
に
見
出
さ
れ
ろ
パ
ラ
ー
ド
ク
ス
ピ
其

　
の
種
々
の
解
羅
定
に
蕊
い
て
に
、
楢
α
警
養
。
二
ご
ざ
〔
ざ
雰
。
m
一
〇
汀
。
今
凱
以
．

ρ
8
。
。
o
D
Q
。
ω
頃
i
凶
O
謬
照
。

聯
ク
サ
ー
ヌ
ス
に
此
の
「
反
勝
者
の
臨
婦
｝
」
ミ
い
ふ
こ
ミ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー

　
ス
の
形
式
論
理
學
に
反
醤
す
る
も
の
即
ち
此
の
論
理
學
の
根
本
原
理
六
ろ

　
矛
盾
律
ぜ
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
霊
た
意
識
し
れ
最
初
の
人
で
あ
っ

　
六
〇
b
δ
層
O
巳
8
噂
ピ
①
ぴ
。
昌
島
凶
σ
q
窃
昌
創
8
0
翁
ぎ
潤
。
鴨
『
弓
鑑
ざ
8
弓
黙
ρ

d
㊦
三
㎝
。
冨
q
σ
o
巖
。
婁
言
㈹
〈
§
潟
・
翼
画
。
罠
。
ひ
お
8
ω
．
¢
。
。
。
（
三
木
清
氏
「
辣

三
法
の
理
論
ビ
歴
史
」
二
、
）
塗
照
。
そ
し
て
、
其
が
辮
詮
法
の
歴
史
に
屡
々

引
合
に
出
さ
れ
る
こ
ミ
に
正
号
で
あ
ろ
。
併
し
此
の
原
理
ぱ
力
穿
紹
封
者

帥
に
於
て
の
み
眞
實
で
あ
る
、
郎
ち
、
舞
識
法
艮
、
ク
サ
ー
ヌ
ス
に
於
て

も
亦
、
何
よ
り
も
紳
の
論
理
で
あ
っ
象
の
で
あ
る
。

　
彼
ほ
艶
な
種
々
の
表
現
為
以
て
言
ひ
表
は
し
て
到
る
。
例
之
、
「
腿
て

．
の
、
翻
之
、
矛
盾
的
諸
反
封
潜
の
綜
合
　
（
o
日
鉱
二
唐
8
8
℃
一
幽
鶏
8
。
ユ
｛
善

8
簿
3
島
。
8
甑
9
戸
§
・
⇔
●
H
H
”
b
，
b
。
．
）
「
矛
盾
的
諸
反
封
者
の
、
輩
一
な

統
一
に
於
け
る
結
合
」
　
（
8
℃
a
p
ま
8
摸
尻
貰
象
。
8
二
〇
財
戸
毒
酔
μ
毒
蒼
8

m
聲
で
國
h
o
い
U
o
O
o
三
〇
〇
P
お
。
◎
．
）
「
諸
反
甥
者
の
綜
合
定
其
等
の
蛉
一
」
、
．

（
O
o
営
軒
樋
蝕
o
o
｝
も
。
頓
ぎ
二
囲
崔
簿
8
葺
ヨ
8
ご
。
鑑
窪
野
L
．
p
鱒
ド
）
俳

し
最
も
よ
く
用
ひ
ら
れ
ろ
表
現
ぽ
「
講
相
反
者
の
、
諸
反
封
者
の
、
或
ば
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矛
盾
飛
燕
反
野
者
の
侃
蹄
一
」
（
O
。
写
。
箆
鶏
〔
智
。
。
洋
露
ユ
9
茸
回
・

ε
語
ヨ
〇
二
心
8
簿
弓
象
9
0
「
δ
幽
幽
●
一
●
6
・
目
㌔
．
㊦
ε
）
で
あ
ろ
o
o
コ
）
g
γ

　
記
臆
的
最
大
者
は
有
限
者
の
領
域
に
薦
す
る
如
何
な
る

反
感
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
な
い
、
其
は
総
て
の
肯
定
ご

否
定
ビ
を
超
越
す
る
。
存
在
ご
考
へ
ら
れ
る
総
て
の
も
の

は
存
在
す
る
ご
同
襟
に
叉
存
在
し
な
い
。
非
存
在
ビ
考
へ

ら
れ
る
総
て
の
も
の
は
存
在
し
な
い
ご
戦
機
に
又
存
在
す

る
Q
絶
封
的
最
大
者
は
総
て
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
こ
れ

で
あ
り
、
又
何
物
で
も
な
い
が
故
に
総
て
の
も
の
で
あ

る
。
其
は
何
よ
り
も
こ
れ
で
な
い
が
故
に
何
よ
り
も
こ
れ

で
あ
る
。
絶
甥
的
最
大
潜
な
る
紳
は
光
で
あ
る
ご
い
ふ
ご

き
、
其
の
意
味
は
、
何
よ
り
も
光
で
な
い
帥
は
何
よ
り
も

光
で
あ
る
ご
い
ふ
に
他
な
ら
な
い
Q
何
ざ
な
れ
ば
、
若
し

さ
う
で
な
け
れ
ば
、
罵
言
的
最
大
者
は
現
實
的
に
、
存
在

し
得
る
総
て
の
も
の
で
は
な
く
、
無
限
で
は
な
く
、
総
て

の
も
の
の
限
界
で
は
な
く
し
て
、
恐
ら
く
他
の
或
る
物
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

　
　
　
　
二
1
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
〃
サ
ヨ
ヌ
ス
（
承
前
）

　
併
し
、
如
何
に
し
て
諸
反
謝
者
が
絶
封
的
最
大
者
に
於

て
蹄
一
す
る
こ
ご
が
可
能
で
あ
る
か
、
其
は
勿
論
我
々
の

悟
性
を
超
越
す
る
。
我
々
の
悟
性
は
矛
盾
的
諸
反
鋼
者
を

統
一
に
結
合
す
る
こ
ε
は
出
來
な
い
。
其
故
し
我
々
は
、

総
て
の
比
量
的
思
惟
を
越
え
て
、
絶
墨
客
最
大
者
が
無
限

で
あ
り
、
其
に
は
何
物
も
覇
立
せ
す
、
そ
し
て
其
に
は
最

小
者
が
簡
致
す
る
の
を
見
る
。
（
U
①
α
。
。
欝
喧
6
け
H
三
）

　
如
上
に
よ
っ
て
、
絶
封
的
最
大
者
が
紛
る
概
念
に
よ
っ

て
は
認
識
さ
れ
得
す
、
叉
或
る
名
繕
に
よ
っ
て
は
命
名
さ

れ
得
な
い
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
名
匠
に
よ
っ
て
命
名
さ

れ
得
る
も
の
は
、
た
や
、
其
に
比
べ
て
よ
り
大
な
る
も
の

よ
り
小
な
る
も
の
が
存
す
る
物
の
み
で
あ
る
。
其
故
、
如

何
な
る
麟
性
を
絶
学
的
最
大
者
、
紳
に
館
す
べ
き
か
は

不
可
解
で
あ
る
Q
否
、
其
を
定
め
る
こ
ご
は
鯉
不
可
能
で

あ
る
。

　
併
し
、
其
は
先
づ
第
一
に
「
統
一
」
（
毎
ぎ
ω
）
ビ
呼
ぶ
こ

ご
が
鴇
來
る
。
帥
ち
数
の
領
域
に
於
て
ひ
ご
は
必
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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哲
學
研
究
　
　
第
百
山
ハ
亭
一
八
號

に
、
其
に
比
べ
て
よ
り
聖
な
る
も
の
が
存
す
る
こ
ビ
の
毘

來
な
い
も
の
郎
ち
最
小
者
に
達
す
る
。
此
は
統
＝
軍
位
）

で
あ
る
。
統
一
は
、
何
物
も
其
よ
b
小
で
あ
る
こ
ご
が
出

來
な
い
が
故
に
、
絶
狸
顔
最
小
者
で
あ
る
。
そ
し
て
其
は

最
大
者
に
蹄
一
す
る
。
併
し
統
一
は
数
で
あ
る
こ
ご
は
出

來
な
い
、
何
こ
な
れ
ば
、
数
は
増
加
を
許
す
か
ら
。
其
は
、
最

小
者
で
あ
る
が
故
に
、
総
て
の
数
の
始
源
（
津
営
。
昼
§
嗣

つ
∋
三
ヨ
葺
露
a
）
で
あ
り
、
そ
し
て
最
大
者
で
あ
る
が
故

に
、
同
時
に
総
て
の
数
の
終
極
（
蜜
曲
ω
○
ヨ
三
鎗
μ
毎
帰
δ
巳
で

あ
る
。
其
故
、
其
に
何
物
も
甥
費
し
な
い
「
絶
甥
的
統
こ

（
筆
海
ω
き
ω
・
巨
9
）
は
絶
調
的
野
見
者
、
紳
に
他
な
ら
な

い
。
此
の
如
き
統
一
は
多
数
化
さ
れ
な
い
、
何
ご
な
れ
ば
、

且
ハ
は
存
在
し
得
る
総
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

　
此
の
如
く
我
々
は
数
に
導
か
れ
て
、
紳
は
本
來
は
命
名

さ
れ
得
な
い
、
併
し
彼
に
は
、
何
よ
り
も
先
づ
「
絶
墨
的

統
一
」
が
隠
す
る
の
を
、
そ
し
て
棘
は
薫
習
的
に
、
可
能

蔚
で
あ
る
総
て
の
も
の
で
あ
る
や
う
な
仕
方
で
、
　
一
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

る
の
を
認
識
す
る
。
半
数
が
統
一
を
其
の
始
源
こ
し
て
根

砥
に
概
か
ね
ば
な
ら
す
、
そ
七
て
其
な
し
に
は
存
在
す
る

こ
ご
が
出
來
な
い
や
う
に
、
物
の
多
数
は
無
限
の
統
一
か

ら
由
來
し
、
其
な
し
に
は
存
在
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
で

あ
ら
う
。
（
H
恐
●
）

　
次
に
絶
洗
鯉
最
大
者
に
は
「
要
言
的
必
然
性
」
（
魯
。
・
9
暮
9

コ
0
8
ω
ω
同
言
ω
）
が
製
す
る
。
絶
甥
的
最
大
者
以
外
の
総
て
の

も
の
は
、
其
に
比
べ
て
は
有
限
で
あ
り
制
限
さ
れ
て
居

る
Q
其
等
は
、
有
限
で
あ
り
制
限
さ
れ
た
も
の
こ
し
て
、
始

源
芝
終
極
目
的
ご
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
始

源
や
絡
極
目
的
は
だ
や
與
へ
ら
れ
た
有
限
者
よ
り
大
で
あ

る
に
過
ぎ
す
、
其
自
ら
は
有
限
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
其
故
に
、
美
里
的
最
大
者
は
必
然
的
に
総
て
の
有

限
者
の
始
源
ご
絡
極
罠
的
ご
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
又
、
若
し
絶
甥
的
最
大
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

何
物
も
存
在
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
総
て
の

有
限
者
は
、
其
自
ら
か
ら
は
存
在
せ
す
、
他
に
其
の
原
因
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を
有
す
る
。
さ
て
原
因
を
求
め
て
無
限
に
湖
る
こ
ご
は
許

さ
れ
な
い
。
其
故
に
、
絶
息
的
最
大
者
は
存
在
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
其
な
し
に
は
何
物
も
存
在
す
る
こ

ご
は
寓
來
な
い
で
あ
ら
う
。

　
次
に
、
絶
量
的
最
大
者
を
存
在
に
關
毒
せ
し
め
よ
う
Q

而
る
ε
き
最
大
存
在
者
は
如
何
な
る
反
醤
を
も
￥
郎
ち
存

在
を
も
最
小
存
在
を
も
有
し
な
い
。
其
故
に
、
最
大
者
は

存
在
し
得
な
い
ご
は
決
し
て
考
へ
る
こ
ご
が
出
來
な
い
。

何
ε
な
れ
ば
、
最
小
存
在
～
（
民
ゑ
ヨ
Φ
。
ω
ω
Φ
）
は
、
其
に
於

て
は
、
最
大
存
在
（
ヨ
舞
ぎ
。
霧
ω
Φ
）
で
あ
る
か
ら
。
叉
、
絶

醤
的
最
大
者
の
存
在
に
接
し
て
、
種
々
の
問
ご
答
ε
が
な

さ
れ
る
が
、
而
か
も
其
等
は
総
て
ふ
或
る
無
限
者
を
、
帥

ち
無
限
な
眞
理
を
豫
想
す
る
。
そ
し
て
其
は
絶
甥
的
最
大

者
に
他
な
ら
な
い
。

　
此
の
如
き
、
又
他
の
其
ご
類
似
の
推
理
に
よ
っ
て
、
最

大
者
は
、
絶
謝
的
必
然
性
で
あ
る
、
そ
し
て
其
故
に
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
（
摂
O
・
）

　
　
　
　
二
一
づ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
（
ぷ
前
）

　
此
の
如
き
、
最
大
存
在
者
は
最
後
に
「
，
三
位
一
膿
的
永

遠
性
」
（
α
高
昌
9
　
0
げ
　
二
昌
9
　
ρ
①
け
①
R
一
“
画
什
9
ω
）
で
あ
る
。
卸
ち
愛
易
に

先
行
す
る
も
の
は
耳
茸
で
あ
る
、
さ
て
統
一
は
墾
易
に
先
・

行
ず
る
、
其
故
に
統
「
は
永
遠
で
あ
る
。
同
様
に
、
相
等

は
不
等
に
、
結
含
は
分
離
に
先
行
す
る
、
其
故
に
其
等
も

亦
永
遠
で
あ
る
。
併
し
永
遠
な
も
の
は
た
や
一
つ
で
あ

る
。
其
故
に
継
目
ご
相
等
ε
結
合
ご
は
一
で
あ
る
。
此
が

ピ
ェ
二
二
ー
ゴ
ー
ラ
ス
が
始
め
て
説
い
た
三
位
　
腱
（
嘗
竿

舞
毒
冨
ω
）
の
澱
説
で
あ
る
。
（
督
ご

　
統
一
か
ら
統
一
こ
の
相
等
が
生
れ
、
そ
し
て
統
一
ざ
統
一

ご
の
相
等
こ
か
ら
結
合
が
生
れ
る
っ
さ
て
出
生
（
σ
q
o
p
巽
9
け
δ
）

ε
は
、
統
一
の
反
復
か
或
は
父
か
ら
子
に
移
行
す
る
同
一

の
性
質
の
増
加
か
で
あ
る
。
併
し
後
の
種
類
の
如
き
出
生

は
た
や
清
滅
的
な
物
に
於
て
の
み
見
出
さ
れ
る
。
統
｝
の

統
一
か
ら
の
出
生
は
統
．
一
の
反
復
、
或
は
統
一
の
一
倍
で

あ
る
。
私
が
一
を
二
倍
或
は
三
倍
す
る
ご
き
、
一
は
其
爵

ら
或
る
他
の
物
を
、
即
ち
二
こ
か
三
こ
か
或
は
其
他
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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甘
口
墨
丁
研
究
　
　
一
第
百
山
ハ
十
八
雑
騨

を
生
む
。
併
し
統
一
は
、
一
度
反
復
さ
れ
れ
ば
、
統
一
こ

の
粗
等
を
生
む
。
此
は
取
不
才
、
統
一
が
統
一
を
生
み
、

そ
し
て
此
の
生
出
が
永
遽
で
あ
る
こ
ご
に
他
な
ら
な
い
、
）

（
お
。
。
．
）

　
次
に
統
一
の
統
一
か
ら
の
出
生
が
統
一
の
反
復
で
あ
る

や
う
に
、
爾
者
か
ら
の
登
出
は
か
の
統
一
の
反
復
の
反
復

で
あ
る
っ
或
は
統
一
ご
統
一
ご
の
相
等
ε
の
合
一
ご
も
言

ふ
こ
ご
が
出
來
よ
う
。
併
し
此
の
如
き
狡
出
ご
は
言
は
“

一
つ
の
も
の
か
ら
他
の
も
の
へ
耳
茸
で
あ
る
。
例
之
、
二

つ
の
も
の
が
相
等
し
い
ご
き
、
其
等
を
言
は
い
結
合
し
連

結
す
る
相
等
が
「
の
も
の
か
ら
他
の
も
の
へ
連
亙
す
る
の

で
あ
る
。
其
故
、
統
一
ご
統
一
と
の
相
等
か
ら
結
合
が
生

れ
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
出
重
る
。
何
ご
な
れ
ば
結
合
は
統
一

か
ら
相
等
へ
、
そ
し
て
相
等
か
ら
統
…
へ
転
回
す
る
か

ら
。　

併
し
我
が
数
聡
達
は
、
統
「
を
父
ご
呼
び
、
稲
等
を
子

ご
呼
び
、
験
者
の
結
合
を
呈
露
ご
呼
ん
だ
。
其
は
勿
論
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

造
物
を
考
慮
し
て
の
こ
ご
で
あ
ら
う
。
×
そ
し
て
此
こ

そ
、
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゴ
ー
ラ
ス
的
方
法
に
よ
る
最
も
明
か
な

統
【
に
於
け
る
三
位
の
、
又
三
位
に
於
け
る
統
一
の
叙
述

で
あ
る
Q
（
H
b
●
）

　
如
上
、
豊
野
的
最
大
者
の
理
念
の
概
念
的
分
析
に
よ
っ

て
、
こ
れ
だ
け
の
こ
ご
が
確
立
さ
れ
る
。
．
穿
ち
絶
樹
的
最

大
者
、
帥
は
存
在
し
得
る
総
て
の
も
の
で
あ
る
。
其
に
最

小
者
が
館
叫
す
る
最
大
者
こ
し
て
、
総
て
の
反
樹
の
統
一

で
あ
る
。
其
は
唯
一
、
四
型
的
必
然
的
、
三
位
一
膿
的
で

あ
る
。
併
し
此
の
如
き
こ
ご
は
総
て
我
々
の
概
念
的
認
識

を
超
越
し
、
我
々
の
比
量
的
思
惟
に
よ
っ
て
は
理
解
さ
れ

得
な
い
。
（
H
弧
ρ
）

　
併
し
な
が
ら
、
我
々
は
此
の
榊
秘
を
比
較
に
よ
っ
て
明

か
に
す
る
こ
ご
が
出
端
る
。
既
に
古
の
聖
賢
達
が
言
っ
た

や
う
に
、
総
て
の
可
親
的
な
も
の
は
眞
實
は
、
不
可
親
的
・

な
も
の
の
映
像
で
あ
る
、
そ
し
て
其
薗
膿
は
我
々
に
不
可

解
な
物
も
象
徴
に
よ
っ
て
探
求
さ
れ
る
こ
ご
が
出
來
る
。
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何
ご
な
れ
ば
、
総
て
の
も
の
は
互
に
．
其
は
勿
論
我
々
に

は
知
ら
れ
な
い
が
、
重
る
關
係
に
立
ち
、
総
て
の
も
の
は

一
な
る
最
大
者
に
於
て
は
一
万
慮
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

勿
論
模
像
は
、
其
の
本
性
上
、
原
型
に
同
…
化
す
る
程
近

似
す
る
や
う
に
見
え
て
も
、
前
者
は
後
者
に
、
其
が
樹
ほ

無
限
に
よ
り
近
似
し
よ
り
相
等
し
く
あ
る
こ
ご
の
出
來
な

い
程
、
近
似
し
相
等
し
く
あ
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
其
故

に
、
我
々
は
絶
え
ず
動
揺
不
定
の
朕
態
に
あ
る
戚
畳
語
事

物
を
捨
て
て
、
我
々
に
ご
つ
て
最
も
信
頼
す
べ
き
抽
象
酌

な
も
の
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
数
學
の
命

題
こ
そ
は
正
に
此
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
古
の
優
れ
毒
茸

者
達
は
困
難
な
問
題
の
解
決
を
た
“
数
學
的
方
法
に
よ
つ
，

て
の
み
求
め
た
Q
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゴ
ー
ラ
ス
の
こ
ご
は
さ
て

お
き
、
最
も
學
識
あ
る
羅
馬
人
、
ボ
ー
工
三
グ
ィ
ウ
ス
は
、

数
學
に
修
熟
し
な
い
者
は
決
し
て
帥
的
な
も
の
を
知
る
こ

ビ
が
出
演
な
い
ご
言
っ
た
。
叉
ア
ウ
グ
ス
ラ
ィ
ー
ヌ
ス
が

言
っ
た
や
う
に
、
創
造
さ
れ
る
べ
き
物
の
数
は
、
創
造
主

　
　
　
　
二
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
．
〃
サ
1
ヌ
ス
（
承
前
）
」

の
心
に
於
て
は
、
最
初
の
原
型
で
あ
っ
π
。
我
々
も
亦
此

の
古
入
の
云
い
π
道
を
歩
ま
う
、
そ
し
て
数
學
的
象
徴
を

其
の
全
然
信
頼
す
べ
き
確
磁
性
の
赦
に
利
用
し
よ
う
。
何

ざ
な
れ
ば
我
々
は
象
徴
に
よ
っ
て
の
み
紳
的
な
も
の
に
到

達
す
る
こ
ビ
が
串
來
る
の
で
あ
る
か
ら
0
（
H
一
μ
ご

　
併
し
な
が
ら
、
総
て
の
数
學
の
宝
形
は
有
限
で
あ
る
。

そ
し
て
π
い
有
限
ビ
し
て
し
か
考
へ
ら
れ
る
こ
ご
す
ら
出

來
な
い
。
其
故
、
我
々
は
無
限
な
も
の
に
到
達
す
る
π

め
に
は
、
其
ε
の
輩
な
る
類
似
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
我
々
は
、
此
等
の
有
限
な
象
徴
を
無
限
な
も
の
へ
の

上
昇
の
範
例
こ
し
て
用
ひ
る
ご
き
は
、
次
の
や
う
な
手

綾
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
ち
先
づ
亜
門
的
象
徴

を
、
有
限
な
も
の
ビ
し
て
、
其
の
墾
化
ご
意
昧
ご
を
考
繁

し
、
次
に
此
等
の
意
味
を
同
一
の
無
．
限
な
圖
形
に
濁
癒
的

に
移
し
、
そ
し
て
最
後
に
、
、
此
等
の
無
限
な
圖
形
の
意
昧

を
、
更
に
進
ん
で
、
総
て
の
圖
形
を
超
越
し
た
絶
勤
的
無

限
者
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
す
る
こ
ご
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
竜
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よ
つ
て
の
み
我
々
は
有
限
な
も
の
を
越
え
て
無
限
な
も
の

に
到
達
す
る
こ
ビ
が
出
豪
る
の
で
あ
る
Q
（
H
埴
這
）

　
我
々
は
先
づ
無
限
の
線
を
考
へ
よ
う
。
若
し
此
の
如
き

も
の
が
あ
る
な
ち
、
其
は
直
線
で
あ
る
だ
ら
う
、
三
角
形
」

圓
、
球
で
あ
る
だ
ら
う
Q
さ
て
先
づ
、
無
限
の
線
は
明
か

に
直
線
で
あ
る
。
次
に
圓
の
直
痙
は
直
線
で
あ
る
Q
そ
し

て
周
邊
は
曲
線
で
あ
b
、
直
穫
よ
b
大
で
あ
る
。
さ
て
此

の
曲
線
は
、
其
の
圓
が
大
き
く
な
る
に
激
っ
て
次
第
に
其

の
曲
傘
を
減
じ
る
。
從
っ
て
も
は
や
其
よ
り
大
き
く
あ
る

こ
ご
の
出
面
な
い
最
大
の
圓
の
周
邊
は
、
最
も
小
な
る
度

合
に
於
て
一
曲
で
あ
り
、
最
も
大
な
る
度
合
に
於
て
直
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
從
っ
て
最
小
者
は
最
大
者
に
一
蹄
「
す

る
。

　
第
二
に
、
無
限
の
直
線
は
無
限
の
三
角
形
で
あ
り
、
圓

で
あ
り
、
、
球
で
あ
る
ご
言
は
れ
る
。
此
を
謹
明
せ
ん
が
淀

め
に
は
我
々
は
、
有
限
の
線
に
於
て
何
が
其
の
可
能
性
の

中
に
存
す
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

に
、
有
限
の
線
は
よ
り
長
く
よ
り
直
で
あ
る
こ
ご
が
出
來

る
の
を
、
そ
し
て
最
大
の
線
は
最
も
長
く
最
も
直
で
あ
る

の
を
知
る
。
さ
て
次
に
、
書
こ
い
ふ
線
分
が
或
る
定
瓢
ρ

の
周
圃
を
廻
轄
す
る
と
き
、
先
づ
…
っ
の
三
角
形
、
そ
し

て
最
後
に
M
つ
の
圓
が
生
じ
る
。
そ
し
て
田
圃
の
一
つ
が

直
径
の
周
園
を
廻
合
す
る
ご
き
、
最
後
に
一
つ
の
球
が
生

じ
る
。
球
は
線
の
勢
位
か
ら
生
じ
る
最
後
の
産
物
で
あ

る
。
さ
て
若
し
有
限
の
線
の
中
に
此
等
の
諸
詩
形
が
可
能

的
に
存
す
る
な
ら
、
そ
し
て
又
無
限
の
線
は
現
實
的
に
、

有
限
の
線
が
可
能
的
に
あ
る
総
て
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、

此
か
ら
し
て
無
限
の
線
は
疑
も
な
く
三
角
形
、
圓
、
球
で

あ
る
こ
ご
が
鰭
結
す
る
。
（
H
払
・
。
．
）

　
此
の
如
く
、
無
限
の
線
は
、
無
限
の
現
實
性
に
於
て
、

有
限
の
線
の
可
能
性
の
中
に
存
す
る
総
て
の
も
の
で
あ

る
O
（
H
¢
ゆ
コ
蹄
ρ
甘
μ
O
ρ
○
。
。
け
O
ヨ
誘
す
芭
9
9
0
葺
ぎ
め
P
津
ρ
ρ
二
帥
Φ

葺
℃
0
8
⇔
量
感
9
訪
藁
9
。
．
）
絶
謝
的
最
大
者
に
就
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
最
大
者
は
最
高
度
の
現
量
性
に
於
て
、
．
絶
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封
的
軍
一
の
可
能
性
の
中
に
存
す
る
総
て
の
も
の
で
あ
る

（
ヨ
ρ
甑
諺
ニ
ヨ
①
。
。
け
8
窪
ヨ
㊤
箆
密
。
鳴
。
ヨ
巳
騨
管
ρ
ρ
戴
器
一
謬

層
0
8
民
斜
巽
馨
。
・
巨
財
憲
酔
昌
ω
自
。
ぴ
ω
O
貯
3
0
・
）
即
ち
最
大
者

は
現
實
的
に
此
等
総
て
の
も
の
で
あ
る
。
其
に
も
．
拘
ら

す
、
最
大
者
は
可
能
的
者
か
ら
は
由
來
せ
す
に
、
常
に
最

高
度
の
現
實
性
に
着
て
存
し
、
そ
し
て
此
の
如
き
も
の
と

し
て
正
し
く
総
て
の
可
能
的
者
で
あ
る
。
如
之
、
絶
翻
的

可
能
性
其
の
も
の
も
、
最
大
者
に
於
て
は
、
現
實
的
最
大

者
に
他
な
ら
な
い
、
無
限
の
線
が
叉
無
限
の
球
で
あ
る
が

や
う
に
。
併
し
此
の
如
き
こ
ご
は
、
た
“
最
大
者
に
於
て

の
み
あ
り
得
る
。
最
大
者
以
外
に
於
て
は
、
可
能
性
は
現

實
性
で
は
な
い
。
恰
か
も
有
限
の
線
が
三
角
形
で
な
い
や

う
に
。
最
大
者
は
、
其
故
に
、
其
に
於
て
最
小
者
が
同
時

に
最
大
者
で
あ
る
こ
こ
ろ
の
も
の
、
総
て
の
反
封
を
無
限

に
超
越
す
る
こ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
．

＊
ク
サ
ー
ヌ
ス
に
於
て
も
、
ア
リ
ス
玉
テ
レ
ー
ス
の
樫
威
な
斥
け
よ
う
亡
す

．
る
力
強
い
努
力
に
も
狗
ら
す
、
彼
の
「
可
能
的
」
ぜ
「
硯
實
的
」
ビ
の
反
定
立

　
に
術
ほ
思
想
の
形
式
定
な
っ
て
居
る
。
8
・
タ
．
鐸
醇
。
二
諸
島
。
貯
脇
。
晩

　
　
　
　
　
二
！
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
〃
サ
ー
ヌ
ス
（
承
前
）

（し

E
套
8
討
ぎ
9
＜
o
劉
×
匿
匿
目
く
」
O
渓
陣
、
・
陛
匿
妾
照
u
併
し
此
に
勿
論

彼
の
眞
面
目
で
に
な
い
。

　
絶
樹
的
最
大
者
、
淋
は
、
総
て
の
存
在
者
の
中
最
も
輩

一
な
存
在
者
で
あ
る
。
無
罪
的
に
あ
り
、
あ
っ
た
、
叉
あ

る
で
あ
ら
う
総
て
の
も
の
は
、
其
に
於
て
常
に
あ
り
、
永

遠
に
其
等
自
ら
で
あ
る
。
其
は
、
其
自
ら
で
あ
る
ご
同
様

に
又
総
て
の
も
の
で
あ
る
。
其
は
、
同
時
に
総
て
の
も
の

で
あ
り
そ
し
て
特
に
彼
等
の
中
何
物
で
も
な
い
や
う
な
仕

方
で
其
の
各
で
あ
る
。
そ
し
て
無
限
の
線
が
総
て
の
線
の

最
充
全
な
標
準
で
あ
る
ご
同
標
に
最
大
者
は
総
て
の
存
在

者
の
最
完
全
な
標
準
で
あ
る
。
其
は
最
小
者
で
あ
る
が
故

に
、
よ
り
大
で
な
く
、
最
大
者
で
あ
る
が
故
に
よ
り
小
で

な
い
。
其
故
に
、
無
限
な
存
在
者
は
総
て
の
存
在
者
に
鋼

し
て
最
充
全
な
最
正
確
な
標
準
で
あ
る
。
（
国
ω
け
鐘
け
舞

9
q
勲
①
ρ
二
㌶
δ
甑
ヨ
9
簿
℃
増
9
①
O
δ
獣
ヨ
9
0
ヨ
【
訓
話
】
β
Φ
ω
ω
①
暮
冨
憎
藏
諺

ヨ
窪
ω
ξ
9
三
寸
冨
①
湊
①
暮
閂
9
・
H
”
H
ε

　
淀
や
其
の
標
準
（
ヨ
。
諺
。
養
）
で
あ
る
の
み
な
ら
す
又
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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の
根
糠
（
誤
詳
δ
）
で
あ
る
。
師
ち
、
無
限
の
線
が
有
限
の
線

の
根
篠
で
あ
る
ご
同
様
に
、
絶
樹
的
最
大
者
は
総
て
の
も

の
の
根
標
で
あ
る
。
さ
て
、
有
限
の
線
は
互
に
甚
だ
し
く

異
っ
て
居
る
。
量
る
も
の
は
長
さ
二
士
あ
り
、
或
る
も
の

は
長
さ
三
眠
あ
る
。
其
故
に
、
其
等
の
根
擦
も
亦
異
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
見
え
る
、
併
し
其
は
た
や
さ
う
見

え
る
だ
け
で
あ
る
。
無
限
の
線
に
於
て
は
二
吹
ご
三
尊
ご

の
長
さ
は
異
ら
な
い
、
そ
し
て
か
の
無
限
の
線
は
明
か
に

有
限
の
線
の
根
慷
で
あ
る
。
其
故
に
、
こ
つ
の
線
に
灘
す

る
根
擦
は
π
や
一
つ
で
あ
る
。
其
の
差
異
は
異
れ
る
根
櫨

（
根
心
は
た
“
一
つ
で
あ
る
）
か
ら
は
由
塾
せ
す
、
旧
る
偶

性
か
ら
由
心
す
る
）
帥
ち
線
は
全
く
同
じ
仕
方
で
は
根
蝶

を
分
有
す
る
こ
ご
は
医
欝
な
い
Q
同
様
に
、
総
て
の
も
の

に
慣
し
て
た
や
一
つ
の
狂
言
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
を
し

て
其
の
根
合
を
総
て
の
も
の
は
異
れ
る
仕
方
で
分
有
す
る

の
で
あ
る
。
其
故
に
、
全
く
相
等
し
い
仕
方
で
一
な
る
根

披
を
分
有
す
る
垂
く
相
等
し
い
二
つ
の
も
の
は
あ
り
得
な

八
○

い
。
（
H
藁
メ
）

　
盤
上
的
最
大
者
は
第
一
に
は
言
は
“
最
大
の
線
で
あ

り
、
第
二
に
は
最
大
の
三
角
形
に
比
較
さ
れ
ろ
べ
き
で
あ

る
。
最
大
の
三
角
形
に
於
て
は
、
三
邊
の
各
は
無
限
で
あ

る
。
併
し
一
つ
よ
b
多
く
の
無
限
の
邊
は
あ
る
こ
ご
が
田

來
な
い
、
其
故
に
三
豊
は
総
て
唯
一
つ
の
無
限
の
線
を
な

す
。
併
し
最
大
の
三
角
形
は
現
實
的
な
三
角
形
で
あ
る
。

そ
し
て
其
は
三
雲
な
し
に
は
あ
る
こ
ご
が
毘
來
な
い
。
其

故
に
、
か
の
無
限
の
線
は
必
然
的
に
三
つ
の
線
で
あ
る
、

そ
し
て
三
つ
の
線
は
一
つ
の
線
で
あ
る
。
同
一
の
こ
ご
は

角
に
就
い
て
も
聖
運
で
あ
る
、
た
や
一
つ
の
無
限
の
角
が

あ
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
一
つ
の
角
は
三
つ
の
角
で
あ

・
る
、
そ
し
て
三
つ
の
角
は
　
つ
の
角
で
あ
る
。
又
最
大
の

三
角
形
は
邊
ご
角
ご
に
よ
っ
て
組
立
て
ら
れ
る
こ
ご
は
出

題
な
い
。
無
限
の
線
ビ
無
限
の
角
ざ
は
同
一
で
あ
る
Q
此

の
如
く
、
三
角
形
は
線
で
あ
る
が
故
に
、
線
は
角
で
あ

る
○
（
二
一
劇
）
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此
の
如
き
、
同
時
に
最
軍
一
な
線
で
あ
る
、
現
實
的
な

・
三
角
形
は
三
位
一
元
の
象
徴
で
あ
る
Q
相
蓮
ご
非
相
違
ご

は
此
に
於
て
は
反
立
で
は
な
い
。
相
違
が
同
時
に
非
相
違

で
あ
る
場
合
、
三
位
は
統
一
で
あ
る
。
反
謝
に
非
相
違
が

同
時
に
相
違
で
あ
る
場
合
、
統
一
は
三
位
で
あ
る
。
同
一

の
こ
ご
は
差
格
の
多
数
ご
本
質
の
統
一
に
就
い
て
も
銀
翼

で
あ
る
。
多
数
が
統
一
で
あ
る
場
合
、
差
格
の
三
位
は
本

質
の
統
一
ご
同
一
で
あ
る
。
反
心
に
統
一
が
多
数
で
あ
る

場
合
、
本
質
の
統
一
は
差
格
に
於
け
る
三
位
で
あ
る
。
さ

て
、
無
限
の
三
角
形
は
其
の
眞
の
存
在
上
三
つ
の
角
を
要

求
す
る
、
其
故
に
無
限
の
三
角
形
に
於
て
は
現
實
的
に
三

つ
の
角
が
あ
る
、
そ
し
て
其
の
各
は
最
大
の
角
で
あ
り
、

三
つ
の
角
は
総
て
一
つ
の
最
大
者
を
な
す
。
さ
て
此
に
於

て
も
同
様
で
あ
る
。
最
壁
∴
存
在
者
の
統
一
は
、
其
の
眞

の
存
在
上
、
三
差
格
を
要
求
す
る
、
そ
し
て
其
の
各
は
紳

で
あ
り
、
三
者
は
総
て
鳳
鱒
で
あ
る
。
加
之
、
か
の
三
角

形
は
↓
つ
の
角
が
他
の
角
で
な
い
こ
ご
を
、
而
か
も
三
つ

　
　
　
　
二
葺
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
　
（
承
前
）

の
角
は
何
等
か
の
三
つ
の
異
れ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
一

で
あ
る
こ
ご
を
要
求
す
る
。
此
の
如
き
こ
ご
は
マ
ぐ
此
に
も

適
合
す
る
。
父
は
子
で
は
な
い
、
子
は
聖
盤
で
は
な
い
、

而
か
も
此
等
は
三
紳
で
は
な
く
し
て
一
撃
で
あ
る
。
此
の

如
く
に
し
て
我
々
は
、
一
ご
三
で
は
な
く
し
て
、
一
に
し

て
同
時
に
三
な
る
存
在
、
師
ち
三
位
】
膿
的
な
存
在
（
き
昌

§
毎
ご
9
9
2
。
。
巴
寡
繭
叶
『
β
⊆
導
ω
窪
琶
舅
ニ
ヨ
）
を
有
す

る
で
あ
ら
う
Q
（
H
弧
O
）

　
さ
て
三
位
一
禮
に
就
い
て
爾
ほ
次
の
こ
ご
が
注
意
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
帥
ち
、
最
大
者
は
三
位
一
膿
的
で
あ
っ

て
、
四
位
一
蛮
的
或
は
五
位
一
禮
的
或
は
立
位
一
禮
的
で

は
な
い
Q
何
こ
な
れ
ば
其
は
最
大
者
の
細
心
性
ご
完
全
性

ご
に
反
す
る
か
ら
。
即
ち
多
角
形
は
各
、
最
軍
一
な
要
素

ε
し
て
其
の
中
に
三
角
形
を
有
す
る
、
そ
し
て
三
角
形

は
、
其
に
比
べ
て
は
よ
り
小
な
も
の
が
あ
り
得
な
い
最
小

の
多
角
形
で
あ
る
。

　
絶
豊
的
最
小
者
が
最
大
者
に
蹄
一
す
る
こ
ご
は
既
に
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一
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さ
れ
π
Q
さ
て
統
一
の
数
に
封
ず
る
關
係
は
取
不
盧
三
角

形
の
多
角
形
に
謝
す
る
關
係
で
あ
る
。
其
事
に
、
総
て
の

数
が
統
一
に
還
元
さ
れ
る
や
う
に
、
総
て
の
多
角
形
は
三

角
形
に
還
元
さ
れ
る
こ
ご
が
出
身
る
◎
併
し
、
其
ご
最
小

の
三
角
形
が
蹄
｝
す
る
最
大
の
三
角
形
は
総
て
の
多
角
形

を
包
容
す
る
。
何
こ
な
れ
ば
、
最
大
の
統
一
が
総
て
の
数

に
幽
す
る
關
係
は
即
ち
最
大
の
三
角
形
が
総
て
の
多
角
形

に
謝
す
る
關
係
で
あ
る
か
ら
Q
さ
て
、
四
角
形
は
最
小
の

歪
形
で
は
な
い
、
何
こ
な
れ
ば
、
三
角
形
は
其
よ
う
も
小

で
あ
る
か
ら
。
其
故
に
，
常
に
複
合
さ
れ
て
居
ら
ね
ば
な

ら
す
、
そ
し
て
最
小
者
よ
り
も
大
で
あ
る
四
角
形
は
、
絶

甥
的
最
大
者
ご
全
然
一
致
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
最
大

者
に
し
て
同
時
に
四
角
こ
い
ふ
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
何

ご
な
れ
ば
、
其
は
三
角
形
に
号
す
る
標
準
で
あ
る
こ
ご
は

出
來
な
い
だ
ら
う
か
ら
。
其
故
に
、
其
は
総
て
の
も
の
の

標
準
で
な
い
が
故
に
、
如
何
し
て
最
大
者
で
あ
り
得
よ
う

か
。
．
又
其
は
或
る
他
の
も
の
か
ら
生
起
し
複
合
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
営

り
、
從
っ
て
有
限
的
で
あ
る
が
故
に
、
如
何
し
て
最
大
者

で
あ
う
得
よ
う
か
。
（
月
b
ρ
）

　
紳
は
統
一
で
あ
る
、
此
の
如
き
も
の
ε
し
て
彼
は
無
限

の
圓
に
比
較
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、
此
は

統
…
ご
軍
…
ざ
の
最
も
完
全
な
圖
形
で
あ
る
か
ら
。
其
に

於
て
は
総
て
は
無
限
で
あ
り
、
，
無
限
な
も
の
ご
し
て
一
で

あ
る
、
師
ち
中
3
5
、
喜
憂
、
周
邊
は
同
一
で
あ
る
Q

　
此
か
ら
し
て
我
々
は
、
其
に
最
小
者
が
樹
立
し
な
い
彼

者
は
不
可
解
的
な
最
大
者
で
あ
る
こ
ご
を
知
る
。
最
大
者

は
最
も
完
全
な
仕
方
で
総
て
の
も
の
の
中
に
あ
る
、
何
こ

な
れ
ば
其
は
無
限
の
中
心
で
あ
る
か
ら
Q
其
は
総
て
の
も

の
の
外
に
あ
り
そ
し
て
総
て
の
も
の
を
包
容
す
る
。
何
こ

な
れ
ば
其
は
無
限
の
周
邊
で
あ
る
か
ら
Q
其
は
総
て
の
も

の
を
貫
く
、
何
こ
な
れ
ば
其
は
無
限
の
直
穫
で
あ
る
か

ら
。
其
は
総
て
の
も
の
の
始
源
で
あ
る
。
何
こ
な
れ
ば
其

は
中
心
で
あ
る
か
ら
。
其
は
総
て
の
も
の
の
絡
極
目
的
で

あ
る
、
何
ご
な
れ
ば
其
は
周
邊
で
あ
る
か
ら
。
其
は
絡
て
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の
も
の
の
能
動
的
仲
介
者
で
あ
る
、
何
こ
な
れ
ば
其
は
直

穫
で
あ
る
か
ら
Q
絶
儲
蓄
最
大
者
は
能
動
因
で
あ
る
、
何

こ
な
れ
ば
中
心
で
あ
る
か
ら
。
形
相
因
で
あ
る
、
何
こ
な

れ
ば
直
径
で
あ
る
か
ら
Q
目
的
因
で
あ
る
、
何
こ
な
れ
ば

周
邊
で
あ
る
か
ら
。
其
は
存
在
を
與
へ
る
、
何
こ
な
れ
ば

中
心
で
あ
る
か
ら
。
其
は
導
く
、
何
こ
な
れ
ば
直
穫
で
あ

る
か
ら
。
其
は
保
持
す
る
、
何
ビ
な
れ
ば
周
邊
で
あ
る
か

ら
。
最
大
者
は
何
物
ε
も
同
｝
で
は
な
く
、
叉
何
物
ビ
も

異
ら
な
い
Q
其
の
総
て
を
含
む
統
】
は
存
在
ご
非
存
在
と

を
、
存
在
す
る
総
て
の
も
の
こ
存
在
し
な
い
総
て
の
も
の

こ
を
包
容
す
る
。
総
て
の
も
の
は
彼
の
中
に
、
彼
か
ら
、

彼
に
よ
っ
て
存
在
す
る
。
何
ご
な
れ
ば
其
は
言
は
や
総
て

の
も
の
の
周
邊
、
直
行
、
中
心
で
あ
る
か
ら
。
（
跨
℃
℃
奉
Ψ

ロ
⑦
昌
島
ω
搾
簿
Q
信
Φ
℃
Φ
同
　
貯
満
濃
一
〇
9
慈
露
ρ
二
〇
ヨ
○
ロ
O
　
H
昌
騨
巳
ヨ
岳
ご

O
⊆
ヨ
嵩
巳
P
O
⑦
ω
け
岡
ら
O
日
噂
コ
㊦
ρ
O
⑦
＆
〈
Φ
涜
鐸
B
り
O
け
ρ
∬
O
欝
O
α
0

9
ご
霞
帥
一
昌
　
℃
も
D
O
Φ
図
｝
℃
も
α
O
①
什
℃
O
吋
ド
弓
ω
憲
ゴ
u
ρ
戸
二
ρ
O
旨
O
戸
一
∋
一

剛
霧
○
⇒
ユ
2
象
ρ
ヨ
簿
O
さ
O
け
O
O
一
μ
啓
三
亭
押
ゆ
一
）

　
　
　
　
　
二
i
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
〃
サ
ー
ヌ
ス
　
（
承
前
）

　
以
上
に
よ
れ
ば
、
藤
は
総
て
の
も
の
の
、
反
封
者
さ
へ

も
の
綜
膿
で
あ
る
、
其
故
に
彼
の
振
込
も
亦
総
て
の
も
の

を
、
矛
盾
さ
へ
を
も
含
む
、
其
は
其
の
統
一
に
於
て
う
起

る
も
の
を
も
、
又
起
ら
な
い
が
併
し
起
る
こ
ご
の
串
來
る

も
の
を
も
含
む
。
帥
の
概
理
は
不
墾
で
あ
る
、
何
物
も
其

を
避
け
其
を
免
れ
る
こ
ご
は
言
忌
な
い
、
其
故
に
総
て
の

も
の
は
、
耀
理
に
關
係
せ
し
め
れ
ば
、
必
然
的
ご
考
へ
ら

れ
る
。
そ
し
て
其
は
正
比
で
あ
る
、
何
ご
な
れ
ば
、
紳
に

於
て
は
総
て
の
も
の
は
紳
で
あ
り
、
絶
醤
的
必
然
性
で
あ

る
か
ら
。
併
し
我
々
は
次
の
如
き
金
庫
を
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
。
帥
は
多
く
の
も
の
を
豫
め
決
定
す
る
こ
ご
が
出

來
た
で
あ
ら
う
が
併
し
決
定
せ
す
又
決
定
す
る
こ
ご
を
欲

し
な
か
っ
た
。
面
素
謝
に
、
紳
は
彼
が
抑
止
す
る
こ
ご
が

絶
食
た
多
く
の
も
の
を
振
理
に
よ
っ
て
決
定
し
た
の
で
あ

る
O
（
H
“
旨
）

．
我
々
に
此
の
節
の
前
牛
に
於
て
全
然
汎
紳
論
的
な
も
の
を
見
禺
す
、
餅
し

詫
ハ
の
附
加
㏄
さ
れ
た
後
漁
†
に
一
日
で
、
並
口
詩
｝
の
超
戯
｝
淋
論
へ
の
接
近
為
見
…
出
ず
・
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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此
ほ
一
暦
整
合
的
な
ブ
ル
ー
ノ
の
汎
憩
論
か
ら
は
謡
え
炎
ゼ
た
護
歩
で
あ

　
る
り
ブ
ル
ー
ノ
に
曽
ロ
ふ
、
血
…
限
の
宇
宙
に
於
て
に
総
て
の
可
能
性
に
實
現

　
さ
れ
て
居
る
、
紳
に
於
て
に
意
志
ミ
力
定
行
爲
虐
に
同
一
で
あ
ろ
ご
。
日
・

　
づ
ジ
ぽ
斎
9
0
マ
簿
・
℃
’
膝
①
峯
照
Q

　
最
後
に
球
は
、
線
の
中
に
存
す
る
可
能
性
に
よ
っ
て
現

盛
時
に
存
在
す
る
最
後
の
産
物
で
あ
る
、
そ
し
て
全
然
現

實
的
で
あ
る
Q
絶
封
的
最
大
者
も
亦
全
然
現
實
的
で
あ

る
。
そ
し
て
球
が
線
、
三
角
形
、
圓
の
現
實
性
で
あ
る
や

う
に
、
最
大
者
は
総
．
て
の
も
の
の
現
凝
性
で
あ
る
。
総
て

の
現
實
的
な
も
の
は
、
其
の
有
す
る
現
端
的
存
在
を
彼
に

負
う
て
居
る
。
そ
し
て
其
が
無
限
者
に
於
て
現
實
的
に
あ

る
限
に
於
て
の
み
、
・
現
蛮
的
で
あ
る
。
無
限
者
に
於
け
る

實
存
在
は
猫
自
の
實
存
在
に
封
ず
る
規
範
で
あ
る
。
永
遠

な
實
存
在
は
時
間
的
な
實
存
在
に
調
す
る
規
範
で
あ
る
。

其
故
に
、
絶
甥
的
最
大
者
は
諸
形
式
の
形
式
で
あ
り
、
存
在

の
形
式
或
は
最
大
の
現
實
的
存
在
で
あ
る
。
（
日
舞
｛
日
毎
δ

Φ
潅
鴨
○
副
菜
ρ
隔
○
灘
ご
9
建
＝
回
転
薄
8
山
蜂
＄
ω
Φ
嵩
象
臨
〆
・
費
ρ
餐
塗
屋
簿

鴛
け
舞
智
窪
簿
器
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
四

　
総
て
の
未
完
成
者
は
彼
に
於
て
は
最
一
口
全
．
者
で
あ
り
、

不
完
全
は
完
全
で
あ
う
、
軍
な
る
可
能
性
は
無
限
の
現
實

性
で
あ
る
。
絶
調
的
最
大
者
は
言
は
や
最
大
の
球
で
あ

る
。
其
故
に
、
其
が
全
宇
宙
ご
宇
宙
に
壁
書
す
る
総
て
の

も
の
こ
に
饗
す
る
唯
一
、
最
軍
一
、
最
充
全
な
標
準
で
あ

る
こ
ビ
は
明
か
で
あ
る
。
（
＜
錠
9
づ
奉
呈
き
。
箭
お
・
o
毎
ゴ

ヨ
9
雛
ヨ
毎
朝
ω
津
露
G
。
℃
げ
ρ
Φ
第
ヨ
騨
巴
∋
P
ρ
二
〇
ヨ
。
島
0
8
凱
蕊

ニ
コ
ド
〈
①
「
ω
同
　
○
け
　
○
旨
μ
置
一
二
露
　
臣
ρ
　
9
一
寓
く
Φ
居
乙
o
O
　
O
〆
訪
け
O
P
嘗
5
一
昌
　
　
o
房
答

鐸
三
＄
甑
筥
℃
ぎ
δ
ω
凶
ヨ
ρ
】
5
0
二
巽
蜜
9
島
8
ρ
二
浮
野
乙
。
一
∋
空
H
b
幽
）

　
其
故
に
如
上
の
数
學
の
諸
岡
形
ご
絶
封
的
最
大
者
ε
の

間
に
は
或
る
完
全
な
愚
行
が
存
立
す
る
。
無
限
の
線
は
同

時
に
三
角
形
、
圓
、
球
で
あ
る
。
帥
の
無
限
の
存
在
は

三
位
一
膿
、
統
一
、
現
實
高
槻
存
在
で
あ
る
。
無
限
の

線
は
輩
一
無
限
存
在
を
、
無
限
の
三
角
形
は
統
一
に
於

け
る
三
位
ご
三
位
に
於
け
る
統
【
ご
を
、
無
限
の
圓
は

絶
群
的
統
…
を
、
最
後
に
球
は
現
出
的
實
存
在
を
象
徴

す
る
。
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如
上
の
論
理
を
其
の
窮
極
に
ま
で
進
め
る
ビ
き
「
肯
定

帥
學
」
（
9
①
o
δ
α
q
す
9
浄
潔
諸
袖
ぞ
9
）
の
不
充
分
な
こ
ご
が
認

め
ら
れ
、
そ
し
て
其
の
訂
正
的
補
足
こ
し
て
必
然
的
に
、

「
否
定
紳
學
」
（
昏
8
δ
覧
壼
の
畳
く
餌
）
が
要
求
さ
れ
る
。

（
H
噂
ト
っ
劇
一
団
O
●
）

　
紳
は
、
何
等
の
反
饗
者
を
有
し
な
い
最
大
者
で
あ
る
が

故
に
、
本
來
は
如
何
な
る
名
鑑
も
彼
に
は
属
し
な
い
こ
ご

は
明
か
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、
総
て
の
名
賀
は
た
や
煮

る
個
物
の
み
を
指
示
す
る
か
ら
。
「
一
に
し
て
総
て
」
（
雪
裏

9
。
暮
芭
或
は
其
よ
り
も
「
統
一
に
於
け
る
総
て
」
（
§
三
9

二
三
8
殴
）
こ
い
ふ
の
こ
そ
、
紳
の
本
塁
の
名
で
あ
る
だ
ら
う
○

如
何
な
る
肯
定
的
名
言
も
帥
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
創
造

主
ε
い
ふ
名
す
ら
、
だ
“
被
造
物
ご
の
關
…
係
に
於
て
の
み

適
用
さ
れ
る
。
若
し
彼
を
眞
理
ご
呼
ぶ
な
ら
、
虚
僑
が
封

立
す
る
。
「
徳
ご
呼
ぶ
な
ら
、
不
徳
が
樹
立
す
る
。
本
騰
ご

呼
ぶ
な
ら
、
属
性
が
掘
立
す
る
。
其
の
他
の
こ
ご
に
就
い

　
　
　
　
ニ
ー
コ
ラ
｝
ウ
ス
・
〃
サ
ー
ヌ
ス
　
（
承
前
）

て
も
亦
同
機
で
あ
る
σ
「
統
二
（
二
簿
琶
こ
い
ふ
名
は
最

も
近
い
や
う
に
見
え
る
が
、
無
限
に
其
理
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
居
る
。
三
位
一
号
ご
其
の
諸
格
の
名
も
、
肯
定
的
名
繕

で
あ
る
が
故
に
、
た
い
人
間
の
精
紳
に
於
け
る
子
別
を
考

慮
し
て
の
こ
ご
で
あ
る
。

　
異
激
に
於
て
帥
に
蹄
せ
ら
れ
た
種
々
の
名
聡
は
世
界
に

於
け
る
肖
然
力
の
多
機
に
歯
し
て
の
名
爾
ざ
し
て
理
解
さ

れ
る
。
併
し
此
等
の
種
々
の
名
も
實
は
た
い
】
の
言
ひ
表

は
し
難
い
名
の
展
開
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
異
激
徒
間

の
素
朴
な
民
族
が
隔
つ
淀
偶
像
崇
拝
は
世
界
に
展
示
さ
れ

た
帥
の
諸
表
出
に
心
を
ご
め
て
、
紳
其
の
も
の
の
純
粋
な

統
一
を
崇
め
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
彼
等
は
、
種
々
の

表
出
を
象
徴
こ
し
て
用
ひ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
其
を

眞
理
其
の
も
の
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　
併
し
異
激
徒
を
笑
ふ
者
も
、
爵
ら
が
偶
像
崇
舞
に
陥
っ

て
居
る
の
を
見
出
す
っ
宗
敷
が
帥
に
就
い
て
、
其
は
已
む

を
得
な
い
こ
ご
で
は
あ
る
が
、
我
々
が
被
造
物
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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折
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留
目
山
ハ
十
入
號
’

知
る
最
善
の
も
の
を
肯
定
す
る
限
、
郎
彼
を
一
に
し
て
三
、

最
賢
、
近
づ
き
難
き
光
、
生
命
、
眞
理
等
々
ご
呼
ぶ
限
、

街
ほ
偶
像
崇
舞
が
存
す
る
。

　
其
故
に
、
否
定
紳
學
は
肯
定
騨
學
の
補
足
こ
し
て
不
可

歓
的
で
あ
る
。
そ
し
て
其
が
な
け
れ
ば
、
淋
は
無
限
の
帥

こ
し
て
で
は
な
く
寧
ろ
被
造
物
ε
し
て
崇
め
ら
れ
る
で
あ

ら
う
。
（
国
二
欝
爵
8
δ
ひ
q
げ
蓉
ひ
q
勲
け
す
話
器
8
器
8
。
。
舞
勢

O
馨
タ
6
9
幽
　
巴
㌶
ヨ
p
密
三
豊
穏
当
9
凶
ψ
噂
錦
心
6
慈
勲
】
）
①
鐸
G
摩

昌
。
⇒
　
o
O
δ
お
叶
β
二
二
け
　
U
①
¢
ω
　
ヨ
φ
巳
け
二
ρ
　
ω
O
傷
　
℃
o
け
貯
ω
　
⊆
什

9
舞
醜
態
）
帥
は
命
名
さ
れ
得
る
総
て
の
も
の
よ
り
無
限

に
大
で
あ
る
が
故
に
、
言
ひ
表
は
す
こ
ご
は
出
來
な
い
。

我
々
は
、
始
め
て
偉
大
な
デ
擁
ー
オ
ー
ニ
ュ
ー
シ
ウ
ス
が

澱
へ
た
や
う
に
、
「
除
去
ご
否
定
」
に
よ
っ
て
一
暦
最
ハ
實
に

融
に
就
い
て
語
る
で
あ
ら
う
Q
（
＜
o
臨
泰
℃
2
暦
①
ヨ
○
け
凶
。
ご
。
ヨ

。
コ
ぢ
ひ
Q
9
2
回
①
ヨ
q
O
甘
ω
o
ざ
ρ
魯
導
輿
）
紳
は
眞
理
で
も
理

性
で
も
光
で
も
な
く
、
父
で
も
子
で
も
聖
盤
で
も
な
い
。

叉
如
何
な
る
他
の
名
辮
に
よ
っ
て
も
指
示
さ
れ
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

無
限
者
こ
し
て
考
へ
ら
れ
る
ご
き
、
帥
は
一
で
も
多
で
も

な
い
。
紳
は
た
や
無
限
で
あ
る
。
從
っ
て
帥
は
此
の
世
界

に
於
て
も
、
叉
未
來
の
世
界
に
裁
て
も
認
識
さ
れ
得
な

い
。
如
上
に
よ
っ
て
紳
學
に
於
て
は
た
や
否
定
の
み
が
眞

で
あ
り
、
肯
定
は
常
に
不
充
分
で
あ
る
こ
ビ
は
明
か
で
あ

る
Q
何
ご
な
れ
ば
、
肯
定
は
常
に
紳
を
被
遣
物
に
引
下
げ

る
か
ら
。
併
し
次
の
こ
ご
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
帥
ち
、
一
号
不
完
全
な
も
の
を
最
完
全
者
な
る
紳
か

ら
除
去
す
る
否
定
は
他
の
否
定
よ
り
も
正
し
い
Q
例
之
、

棘
は
石
で
な
い
ご
い
ふ
の
は
紳
は
生
命
或
は
理
性
で
な
い

ご
い
ふ
の
よ
り
も
、
帥
は
酩
酊
で
な
い
ビ
い
ふ
の
は
帥
は

徳
で
な
い
ご
い
ふ
の
よ
り
も
正
し
い
。
草
薬
に
㎝
封
慮
し

て
、
肯
定
に
於
て
は
、
紳
は
理
性
或
は
生
命
で
あ
る
こ
い

ふ
の
は
、
帥
は
土
、
石
、
或
は
物
膿
で
あ
る
ご
い
ふ
の
よ

り
も
正
し
い
。

　
藝
術
家
は
木
材
か
ら
王
の
像
を
作
ら
う
ご
す
る
ご
き
に

鳳
、
彼
が
心
に
考
へ
て
居
る
王
の
像
以
外
に
制
根
さ
れ
た
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総
て
の
も
の
を
除
去
す
る
q
さ
て
汝
は
脚
を
、
ひ
ε
が
考

へ
得
る
総
て
の
も
の
よ
り
優
れ
る
も
の
こ
し
て
考
へ
る
ご

き
、
汝
は
具
膿
的
で
あ
り
制
限
さ
れ
て
居
る
総
て
の
も
の

を
、
物
膿
性
を
、
威
畳
を
、
想
像
力
を
、
悟
性
を
、
理
性

を
除
去
す
る
。
簡
言
す
れ
ば
、
汝
は
何
物
も
汝
の
中
に
憩

に
似
た
も
の
を
見
出
さ
な
い
。
汝
は
其
故
に
、
紳
は
此
［
の

如
き
総
て
の
も
の
を
超
越
し
て
、
其
か
ら
汝
に
、
汝
が
有

す
る
総
て
の
も
の
が
流
入
る
汝
の
黒
黒
生
活
の
原
理
で
あ

る
三
言
ふ
Q
偉
大
な
デ
ィ
ー
オ
ー
ニ
ュ
ー
シ
ウ
ス
が
言
っ

た
や
う
に
、
紳
の
認
識
は
「
煮
る
も
の
」
に
よ
b
は
寧
ろ

「
無
」
に
渋
く
。
併
し
聖
な
る
無
知
は
、
理
性
に
ご
つ
て
無

で
あ
る
や
う
に
見
え
る
も
の
こ
そ
正
し
く
理
解
す
可
か

ら
ざ
る
最
大
者
で
あ
る
こ
ε
を
激
へ
る
Q
（
醇
罵
。
讐
Φ
お
9

讐
9
順
詳
話
U
閂
。
旨
器
買
の
隻
。
一
ユ
簿
。
財
Φ
o
貯
ヨ
U
魚
8
8
q
Φ
お
9
幽

巳
げ
旨
　
ρ
二
ρ
ヨ
　
簿
q
　
鉱
葺
9
　
ω
8
塊
9
　
ρ
暮
①
目
お
p
o
蚕
髪
す

ヨ
㊦
ぎ
ω
叶
讐
昼
げ
o
O
ρ
二
〇
q
貯
8
昌
8
け
鼠
戸
筍
出
≦
自
①
9
触
㊦
ω
器

質
霞
首
¢
巨
冒
8
巴
胃
器
財
。
⇔
臨
露
ρ
H
噛
嵩
．
）
帥
は
絶
壁
的

　
　
　
　
二
〕
コ
ラ
ー
ウ
ス
●
ク
サ
蓄
ヌ
ス
　
（
承
前
）

無
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
は
フ
ァ
ゥ
ス
ト
が
メ
フ
イ
ス
ト

フ
ェ
レ
ー
ス
に
答
へ
た
や
う
に
、
「
無
の
中
に
総
て
を
見
出

す
こ
ご
を
期
待
す
る
」
（
H
昌
餌
①
貯
。
∋
竃
9
審
び
。
罐
．
幽
。
げ

9
霧
と
一
塁
ゆ
鼠
。
夢
）
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
四
）

　
世
界
即
ち
宇
宙
（
譜
二
戸
β
詳
α
d
む
陰
　
ω
O
自
　
蛋
鵠
一
く
○
目
の
詞
μ
呂
P
）
は
聯
で
な

い
総
て
の
も
の
を
、
從
っ
て
制
限
さ
れ
聯
立
的
で
あ
る
総

て
の
も
の
を
包
括
す
る
。
た
い
紳
に
の
み
正
確
な
相
等
性

は
属
す
る
。
彼
以
外
の
総
て
の
も
の
は
分
化
し
互
に
不
等

で
あ
る
。
何
物
も
正
確
に
他
の
興
る
物
ご
相
等
し
い
も
の

は
な
い
。
何
等
の
限
界
が
臥
せ
ら
れ
な
い
段
階
が
、
最
大

者
に
も
又
最
小
者
に
も
達
す
る
こ
ご
な
し
に
、
綾
い
て
居

る
。
幾
何
學
的
圖
形
に
於
て
す
ら
、
現
實
的
相
等
は
不
可

能
で
あ
る
。
何
物
も
他
の
或
る
物
ご
、
形
に
於
て
又
大
き

さ
に
嘗
て
、
正
確
に
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
正
確
な
均

衡
が
行
は
れ
る
の
は
た
い
抽
象
的
な
規
則
に
於
て
の
み
で

あ
る
Q
叉
数
の
鋒
術
的
擬
念
も
正
確
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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何
人
も
他
の
誰
か
ご
何
等
か
の
黙
に
於
て
相
等
し
い
も
の

は
な
い
。
そ
し
て
ひ
ご
は
、
假
今
他
人
を
模
倣
す
る
こ
ご

に
千
年
を
費
し
て
も
決
し
て
正
確
に
模
倣
す
る
こ
ご
は
毘

詮
な
い
で
あ
ら
う
。
尤
も
目
に
見
え
る
相
違
は
時
ご
し
て

’
知
魯
湘
さ
れ
な
い
こ
ビ
が
あ
る
か
も
知
れ
マ
な
、
鋤
け
れ
ご
も
。

物
の
…
愛
化
は
た
や
連
神
的
段
階
に
よ
っ
て
の
み
起
る
こ
と

が
出
穿
る
。

　
次
に
此
の
如
き
分
化
，
者
の
綜
膿
こ
し
て
の
世
界
も
亦
無

限
で
あ
る
。
併
し
此
の
無
限
性
は
紳
の
其
か
ら
嚴
密
に
匠

別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
絶
甥
的
最
大
者
こ
し
て
の
棘
の

み
が
眞
實
の
、
現
實
の
無
限
性
を
有
す
る
。
其
は
、
古
き
ス

コ
ラ
學
涙
の
用
語
法
に
從
っ
て
「
否
定
的
無
限
」
（
ま
撃
馨
○

甘
油
鼠
ぎ
ε
と
呼
ば
れ
る
。
．
即
ち
其
の
各
部
分
も
、
一
般
に

部
分
が
其
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
限
、
又
無
限
で
あ
る
。
そ

し
て
其
に
於
て
は
よ
り
多
く
こ
よ
り
少
く
ご
が
存
し
な

い
か
ら
で
あ
る
Q
　
此
に
反
し
て
世
界
は
「
敏
如
的
無
限
」

貢
ぎ
δ
ぎ
闘
島
藁
毎
日
μ
）
ご
呼
ば
れ
る
。
勝
ち
其
は
二
極
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樽
入

く
限
界
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
た
や
、
其
に

よ
つ
て
制
限
さ
れ
る
或
る
現
学
的
に
よ
り
大
な
る
も
の
が

存
し
な
い
限
に
於
て
の
み
、
無
制
限
的
で
あ
る
。
併
し
其

は
、
其
の
可
能
性
上
、
制
限
さ
れ
て
居
る
Q
そ
し
て
其

が
事
實
上
存
す
る
よ
り
大
で
あ
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。

其
故
、
ひ
ご
は
襟
飾
は
有
限
で
も
な
く
又
無
限
で
も
な
い

（
房
。
留
剛
冥
巨
昌
o
o
甘
勢
津
β
ヨ
㊦
ω
什
）
ご
謂
ふ
ご
ビ
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。
（
H
H
堵
H
●
）

＊
H
・
0
9
戸
Φ
o
零
含
。
簿
。
自
。
㎝
φ
器
邑
ぎ
げ
冨
器
で
δ
げ
す
話
営
日
筈
。
＝
（
一
－

　
穿
μ
（
蕃
。
｝
μ
窪
U
O
鉾
。
鐸
｝
）
置
穴
導
r
回
。
。
㊤
①
．
6
り
●
。
。
㊤
●
滲
照

　
此
の
如
く
紳
ご
宇
宙
ε
は
概
念
的
に
は
鋭
ぐ
湿
別
さ
れ

て
居
る
。
無
限
者
ご
有
限
者
こ
の
間
に
は
何
等
の
開
係
も

存
立
し
な
い
。
併
し
他
方
、
帥
ピ
世
界
ご
の
間
に
は
或
る

關
係
が
存
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
ε
な
れ
ば
、
棘

は
存
在
す
る
こ
ご
の
出
守
る
総
て
の
も
の
其
故
に
又
世
界

で
あ
り
、
そ
し
て
後
者
は
其
自
ら
か
ら
存
在
す
る
こ
ご
は

尊
墨
な
い
。
（
「
其
自
ら
か
ら
の
存
在
」
（
勲
　
ω
①
　
①
も
a
◎
a
O
）
は
だ
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鍾
騨
に
の
み
冒
す
る
）
○
其
故
に
世
界
は
紳
か
ら
以
外
に

は
存
在
す
る
こ
ε
が
出
來
な
い
か
ら
。
併
し
如
何
に
し
て

電
界
が
帥
か
ら
存
在
す
る
か
は
理
解
す
る
こ
ご
が
串
來
な

い
。
帥
ち
被
造
存
在
者
の
可
壊
性
、
分
割
性
、
不
完
全

性
、
差
異
性
、
多
数
性
等
々
は
如
何
に
し
て
説
明
さ
れ
る

か
。
無
限
の
線
は
直
線
で
あ
）
、
そ
し
て
線
の
総
て
の
存

在
の
原
因
で
あ
る
Q
さ
て
、
曲
線
は
線
ご
し
て
は
無
限
の

線
に
よ
っ
て
存
在
す
る
、
併
し
其
が
曲
で
あ
る
限
は
無
限

の
線
に
よ
っ
て
存
在
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
。
何
ご
な
れ

ば
轡
曲
こ
そ
は
正
し
く
有
限
性
の
結
果
で
あ
る
か
ら
。
被

造
存
在
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
其
は
絶
謝
的
最
大
者

に
よ
っ
て
存
在
す
る
こ
ご
は
紫
黒
な
い
。
何
乞
な
れ
ば
其

は
減
少
分
離
等
々
し
て
居
る
か
ら
Q
そ
し
て
其
の
減
少
相

蓮
分
離
等
々
は
何
等
の
積
極
的
原
因
を
有
し
な
い
Q
部
ち

其
の
統
一
が
多
数
に
、
其
の
差
異
が
与
野
に
、
其
の
結
合

が
不
一
致
に
存
立
す
る
こ
ご
は
脚
か
ら
は
由
來
せ
す
、
又

彩
る
他
の
積
極
的
原
因
か
ら
も
由
虚
し
な
い
。
其
は
偶
然

　
　
　
　
二
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
〃
サ
ー
ヌ
ス
（
承
前
）

的
で
あ
る
。
被
造
物
に
は
其
か
ら
存
在
す
る
絶
謝
的
必
然

性
ご
、
其
な
し
に
は
存
在
し
な
い
偶
然
性
（
貯
。
お
舞
焉
9

ま
8
の
も
・
搾
霧
菩
ω
寄
身
ρ
ρ
ρ
β
ρ
○
聲
簿
8
簿
ぎ
ひ
q
2
回
凱
欝
ω
葺
o

ρ
奏
き
⇒
。
。
・
ε
ざ
が
あ
る
。
郎
ち
紳
で
も
な
く
又
無
で
も

な
い
被
造
物
は
言
は
や
帥
の
後
に
そ
も
て
無
の
前
に
、
紳

ご
無
の
中
間
に
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
其
に
も
拘
ら
す
、

被
造
存
在
は
存
在
ご
無
こ
か
ら
複
合
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は

出
前
な
い
。
其
は
、
存
在
か
ら
低
下
せ
る
故
に
存
在
せ
澱

や
う
に
、
無
以
前
に
あ
る
が
故
に
存
在
し
な
い
こ
ご
の
な

い
や
う
に
、
又
爾
者
か
ら
複
合
さ
れ
て
も
居
ら
澱
や
う
に

見
え
る
。
反
封
者
を
超
越
す
る
こ
ご
の
出
來
な
い
我
々
の

悟
性
は
被
造
物
の
存
在
を
分
割
に
よ
っ
て
も
又
複
合
に
よ

っ
て
も
理
解
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
Q
尤
も
、
被
造
物
の

存
在
は
た
い
最
大
者
の
存
在
に
よ
っ
て
の
み
あ
る
こ
ご
を

知
る
け
れ
こ
も
。

　
併
し
被
造
物
は
最
大
者
の
存
在
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た

か
ら
、
そ
し
て
最
大
者
に
潤
て
は
存
在
ビ
行
爲
ご
創
造
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
戸



t］　10

　
　
　
　
一
誓
墨
・
研
究
　
第
百
山
ハ
十
一
八
號
　
　
．

は
同
「
で
あ
る
か
ら
、
（
神
の
）
創
造
ご
は
神
が
総
て
の
も

の
で
あ
る
こ
ご
に
他
な
ら
な
い
や
う
に
見
え
る
。
　
（
9
δ
－

巳
ρ
菖
く
0
8
自
8
露
華
℃
○
門
。
。
・
ω
o
影
ρ
嵐
鼠
。
お
辞
9
①
ω
r
営

ヨ
9
嵐
認
6
〈
O
憎
O
達
Φ
ヨ
Φ
ω
叶
O
o
。
ω
ρ
h
g
O
①
吋
O
①
叶
O
暁
O
斜
穏
㊦
り
け
崖
⇔
O

ご
。
＝
鑑
二
魁
く
達
9
謹
傷
湊
o
o
8
㌶
○
ρ
轟
讐
U
①
罠
出
O
B
三
9

巳
ω
○
）
さ
て
融
が
総
て
の
も
の
で
あ
り
う
そ
し
て
此
が
帥
ち

創
造
で
あ
る
な
ら
、
被
造
物
が
、
紳
の
存
在
は
永
遠
で
あ

り
否
永
遠
性
其
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
永
遠
で
な
い
こ
ご

は
如
何
に
し
て
理
解
さ
れ
る
か
。
被
造
物
は
紳
の
存
在
で

あ
る
限
は
、
疑
も
な
く
永
遠
で
あ
る
◎
併
し
其
は
時
間
的

で
あ
る
限
は
、
紳
に
よ
っ
て
は
存
し
な
い
、
何
ご
な
れ
ば

彼
は
永
遽
で
あ
る
か
ら
Q
最
後
に
、
帥
は
存
在
の
形
成
的

原
理
で
あ
り
、
而
か
も
被
造
存
在
ご
混
識
し
な
い
こ
ご

を
誰
が
理
解
す
る
こ
ご
が
出
営
よ
う
か
。
何
こ
な
れ
ば
無

限
の
線
ご
有
限
の
曲
線
こ
か
ら
或
る
複
合
物
は
生
起
し
な

い
、
そ
し
て
複
合
は
焦
る
嗣
能
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
な

い
、
併
し
何
入
も
有
限
者
ご
無
限
者
ご
の
間
に
は
或
る
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

係
が
存
在
す
る
こ
ご
の
出
撃
な
い
の
を
疑
は
な
い
か
ら
。

曲
線
の
存
在
は
無
限
の
直
線
か
ら
由
來
し
、
而
か
も
無
限

の
直
線
は
曲
線
を
、
其
の
形
成
的
原
理
こ
し
て
や
は
な
く

其
の
原
因
ご
根
襟
ε
し
て
形
成
す
る
。
併
し
此
の
根
糠

を
曲
線
は
其
の
部
分
を
な
す
や
う
に
分
有
す
る
こ
ご
は
出

走
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば
其
は
無
限
で
あ
り
不
可
分
割
的
で

あ
る
か
ら
。
又
ひ
ご
は
被
造
存
在
を
淋
的
存
在
の
鏡
に
比

す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
さ
う
で
は
な
い
、
何
こ
な
れ
ば
鏡

は
或
る
樹
象
の
像
を
映
す
前
に
甑
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
。

　
如
上
、
無
限
の
原
理
は
た
“
有
限
的
に
の
み
受
容
せ
ら

れ
る
、
從
っ
て
総
て
の
被
造
物
は
言
は
や
有
限
な
無
限
性
或

は
創
邉
さ
れ
た
紳
で
あ
る
（
O
き
巳
窺
昌
首
郵
h
O
良
医
ρ
一
一
曲
ぼ
窮

嵩
○
⇔
O
ω
け
巳
臨
ゆ
三
8
目
O
O
O
冥
P
高
札
　
o
B
巳
ω
　
O
器
勲
茸
一
養
　
ω
詳

ρ
奏
ω
ご
b
翫
巳
3
ω
訪
巳
叶
斜
ρ
簿
b
o
毒
。
話
碧
屋
じ
）
そ
し
て
最

善
の
仕
方
に
於
て
存
在
す
る
。
各
の
被
造
物
は
其
こ
し
て

は
完
全
で
あ
る
、
假
縫
縮
る
他
の
被
造
物
を
考
慮
し
て
は



311

不
完
冷
で
あ
っ
て
も
。
総
て
の
被
造
存
在
は
豊
富
に
紳
か

ら
有
す
る
彼
の
完
成
に
於
て
休
息
す
る
。
各
の
被
造
物

は
、
　
一
息
完
全
で
あ
る
ε
想
は
れ
る
他
の
被
造
物
に
な
ら

う
ご
は
欲
せ
す
に
、
何
も
の
よ
り
も
、
彼
が
最
大
者
か
ら

有
す
る
其
自
ら
の
存
在
を
紳
の
賜
物
こ
し
て
愛
し
、
此
を

不
可
壊
的
に
保
持
し
完
成
す
る
こ
ご
を
望
む
の
で
あ
る
。

（H

g
る
●
）

　
以
上
に
よ
れ
ば
、
世
界
は
其
の
起
源
上
窩
存
在
上
一
つ

の
紳
秘
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
我
々
は
其
を
比
較
に
よ

っ
て
明
か
に
し
よ
う
ビ
す
る
ご
き
、
此
に
於
て
も
亦
数
學

的
象
徴
が
其
の
最
善
の
補
助
手
段
で
あ
る
、
即
ち
．
恰
か

も
数
が
統
一
の
展
開
ご
し
て
、
線
、
面
、
物
膿
が
瓢
の
展

開
ご
し
て
、
運
動
が
静
止
の
展
開
こ
し
て
、
時
間
が
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

の
展
開
ε
し
て
理
解
さ
れ
る
や
う
に
、
帥
に
於
て
も
事
物

の
多
数
は
包
含
さ
れ
そ
し
て
彼
か
ら
展
開
さ
れ
る
ご
考
へ

る
こ
ご
が
出
來
る
。
牌
は
、
総
て
の
も
の
が
彼
の
中
に
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
総
て
の
も
の
を
包
含
す
る
Q
そ
し
て
牌

　
　
　
　
ニ
レ
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
〃
サ
ー
ヌ
ス
（
承
前
）

は
、
彼
が
総
て
の
も
の
、
中
に
あ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
聰

て
の
も
の
を
展
開
す
る
。
（
O
o
霧
Q
、
⑬
○
Φ
誇
9
ゴ
巳
9

0
g
も
閏
。
き
。
。
営
ぴ
O
o
陰
戸
δ
無
2
今
寺
9
貯
8
旧
○
馨
○
一
日
9
三
9

寅
嘗
。
霞
ω
貯
げ
o
o
ρ
該
ρ
一
℃
ω
⑦
貯
。
薯
ま
話
b
）
即
ち
帥
の

中
に
存
在
す
る
も
の
は
又
世
界
に
も
存
在
す
る
。
紳
に
於

て
は
包
含
的
に
、
世
界
に
於
て
は
展
開
的
に
。
併
し
此
の

如
き
こ
と
は
我
々
の
悟
性
に
は
理
解
さ
れ
な
い
。
何
こ
な

れ
ば
其
を
考
へ
る
こ
ご
は
又
も
や
反
古
者
の
蹄
一
を
要
求

す
る
、
そ
し
て
其
を
我
々
の
悟
性
は
決
し
て
越
え
る
こ
ご

は
出
営
な
い
か
ら
。

＊
彼
ぱ
エ
ビ
ク
ー
ル
派
の
ア
ト
ミ
・
ス
テ
イ
ー
ク
た
無
量
的
見
解
ε
し
て
斥
け

　
な
が
ら
、
此
に
二
糎
の
ア
レ
ミ
ス
テ
イ
ー
グ
に
階
っ
て
居
る
O
（
冒
O
o
】
】
7

　
0
ワ
。
窪
ω
●
霧
）

　
我
々
は
此
を
数
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
。
数
は
統
一
の

展
開
で
あ
る
、
さ
て
数
は
理
性
的
な
も
の
を
示
す
、
そ
し

て
理
性
的
な
も
の
は
精
紳
か
ら
生
起
す
る
（
從
っ
て
精
紳

を
有
し
な
い
非
理
性
的
者
は
数
へ
る
こ
ご
が
出
営
な
い
）
ゆ

其
故
に
、
恰
か
も
我
々
の
精
融
か
ら
、
我
々
が
多
く
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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哲
學
研
究
　
銘
百
六
十
入
號

物
を
共
通
な
も
の
に
属
す
る
も
の
ご
し
て
認
識
す
る
こ
ご

に
よ
っ
て
、
数
が
生
起
す
る
や
う
に
、
物
の
多
数
は
棘
的

精
紳
か
ら
生
起
す
る
。
そ
し
て
其
に
於
て
は
多
数
者
は
多

数
性
な
し
に
存
在
す
る
、
何
ご
な
れ
ば
其
は
包
括
的
統
一

で
あ
る
か
ら
。
帥
ち
物
は
存
在
の
相
等
性
を
、
相
等
し
い

仕
方
で
分
有
す
る
こ
ご
が
出
盧
な
い
が
故
に
、
憩
は
永
遠

に
於
て
或
る
も
の
を
か
く
、
他
の
も
の
を
別
に
考
へ
給
う

た
。
其
か
ら
し
て
多
数
性
が
生
熱
し
π
o
併
し
其
は
富
盛

ら
に
於
て
は
一
で
む
る
。
併
し
此
の
如
き
包
含
ご
展
開
こ

の
方
法
は
勿
論
我
々
の
悟
性
を
超
越
す
る
Q

　
其
故
に
物
を
紳
な
し
に
考
へ
る
ご
き
に
は
物
は
、
恰
か

も
統
．
一
な
き
数
の
や
う
に
無
で
あ
る
。
憩
を
物
な
し
に
考

へ
る
ε
き
に
は
紳
は
存
在
し
、
そ
し
て
物
は
無
で
あ
る
。

紳
　
な
し
に
は
世
界
は
無
で
あ
る
而
か
も
彼
の
存
在
で
は
な

い
。
…
世
界
は
同
時
に
存
在
ご
無
ご
で
あ
る
。
其
故
に
、
物

の
多
数
性
は
紳
が
無
に
あ
る
こ
ε
に
よ
っ
て
生
起
す
る
ご

（
ρ
戸
6
鼻
薬
舞
詳
霧
8
穏
≡
」
帰
。
区
つ
臨
無
琴
o
P
臼
5
島
自
。
が
あ
。
も
・
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

汐
邑
巳
9
）
い
ふ
こ
ご
が
出
來
よ
う
。
（
賞
。
。
●
）

　
世
界
帥
ち
宇
宙
は
興
膿
的
最
大
者
（
誉
霞
哺
9
喜
9
8
嵩
伴
養
－

0
2
ヨ
）
こ
し
て
表
は
さ
れ
る
こ
ご
が
出
來
る
。
具
禮
的
者

（
O
o
暮
第
。
穿
葭
ω
窪
0
2
日
。
お
誓
ε
は
其
が
あ
る
こ
こ
ろ
の

総
て
の
も
の
を
絶
醤
的
最
大
者
か
ら
有
し
、
そ
し
て
其
を

出
來
得
る
限
模
倣
す
る
。
其
故
に
後
者
に
塾
す
る
も
の
は

又
前
者
に
も
、
併
し
勿
論
制
限
さ
れ
た
仕
方
で
廃
す
る
。

宇
宙
は
絶
争
覇
の
似
姿
で
あ
る
。
さ
れ
ば
世
界
の
榊
か
ら

の
富
源
は
其
自
若
は
不
可
解
で
あ
る
け
れ
ざ
も
原
因
か
ら

結
果
に
推
理
す
る
こ
ε
に
よ
っ
て
、
世
界
に
就
い
て
・
弧
、
多

く
の
解
明
を
得
る
こ
ご
が
出
　
爽
～
る
。

　
紳
は
二
野
的
最
大
者
に
し
て
絶
謝
的
統
一
で
あ
る
、
其

は
賞
讃
せ
る
も
の
下
立
せ
る
も
の
、
例
文
矛
盾
せ
る
反
甥

者
に
先
行
し
、
其
を
結
合
す
る
。
其
は
、
其
故
に
、
絶
封

的
に
総
て
の
も
の
で
あ
る
こ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
総
て

の
も
の
、
亡
子
的
原
理
で
あ
り
そ
し
て
物
の
絡
極
自
的
で

あ
る
。
其
に
嘗
て
、
絡
て
の
も
の
が
多
数
性
な
し
に
匿
別
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さ
れ
す
に
存
す
る
存
在
帥
ち
絶
甥
的
最
大
者
で
あ
る
。
恰

か
も
無
限
の
線
が
総
て
の
神
秘
を
其
の
中
に
包
含
す
る
や

う
に
。
同
様
に
世
界
鞭
ち
宇
宙
は
群
議
的
最
大
者
で
あ
）
、

唯
一
者
で
あ
り
、
具
禮
的
反
前
者
に
、
撃
ち
相
反
者
に
先

行
す
る
、
其
は
具
膿
的
に
、
総
て
の
も
の
で
あ
る
ご
こ
ろ
の

も
の
こ
し
て
實
存
在
す
る
。
総
て
の
も
の
に
於
け
る
具
膿

血
被
制
限
的
原
理
で
あ
り
、
物
の
具
髄
的
絡
極
目
的
で
あ

る
。
其
に
於
て
、
総
て
の
も
の
が
多
数
性
な
し
に
存
す
る

存
在
帥
ち
具
膿
的
最
大
者
で
あ
る
。
恰
か
も
最
大
の
具
髄

的
な
線
が
総
て
の
圖
形
を
其
の
中
に
包
含
す
る
や
う
に
。

絶
醤
的
統
」
は
総
て
の
多
数
性
な
し
で
あ
る
。
而
る
に
具

膿
的
被
制
限
的
統
一
師
ち
宇
宙
は
、
唯
一
漕
最
大
者
で
あ

る
け
れ
ざ
も
、
複
合
せ
ら
れ
た
も
の
ご
し
て
、
多
数
性
な
し

で
は
な
い
。
何
ピ
な
れ
ば
其
は
π
“
唯
一
の
最
大
具
膿
的

者
に
過
ぎ
な
い
か
ら
。
其
は
唯
一
者
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、

而
か
も
其
の
統
一
性
は
多
数
性
に
よ
っ
て
、
其
の
軍
一
性

は
複
合
に
よ
っ
て
、
其
の
永
遽
性
は
織
起
に
よ
っ
て
、
其
の

　
　
　
　
こ
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
多
サ
ー
ヌ
ス
（
承
前
）

必
然
性
は
可
能
性
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
居
る
等
々
。

　
次
に
、
恰
か
も
榊
が
疑
に
も
月
に
も
存
し
な
い
（
尤
も

彼
は
品
等
に
於
て
其
等
が
絶
調
的
に
あ
る
ε
こ
ろ
の
も
の

で
は
あ
る
が
）
や
う
に
、
宇
宙
も
命
日
に
も
月
に
も
存
し

な
い
（
尤
も
宇
憲
は
其
等
に
於
て
並
等
が
具
膿
的
に
あ
る

ご
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
）
宇
宙
は
具
禮
的
存
在

者
こ
し
て
、
具
膿
的
な
田
に
簸
て
こ
呉
膿
的
な
月
に
於
て

こ
異
っ
た
仕
方
で
存
す
る
、
其
故
に
其
の
統
一
性
が
多
数

性
に
存
立
す
る
や
う
に
宇
宙
の
同
」
性
は
相
違
性
に
存
立
・

す
る
O
（
び
貯
O
鑓
○
艮
搾
霧
厳
臨
く
O
醗
匹
①
ω
け
階
調
く
○
諾
津
舞
O
鴇

ω
8
暮
醇
三
鼠
ω
置
艮
震
巴
一
覧
け
ρ
）
其
故
に
宇
宙
は
日
で
も
月

で
も
な
い
、
而
か
も
日
に
於
て
は
日
で
あ
り
、
月
に
於
て

は
月
で
あ
る
、
そ
し
て
奨
が
日
ビ
月
ご
で
あ
る
黙
に
於
て

多
数
性
ご
差
異
性
ε
な
し
で
あ
る
。
宇
宙
は
普
遍
性
を
師

ち
多
数
者
の
統
一
を
表
は
す
。
　
（
d
穿
く
。
話
毒
μ
象
簿
毒
一
、

く
霧
ω
ぎ
叶
2
戸
ぎ
。
・
珍
β
一
葺
暮
。
日
℃
姥
口
白
亭
）
人
聞
性
は
ソ

ー
ク
ラ
テ
ー
ス
で
も
な
く
プ
ラ
ト
ー
ン
で
も
な
く
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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哲
學
研
究
　
第
巨
六
十
入
號

ソ
ー
ク
ラ
ブ
ー
ス
に
於
て
は
ソ
ー
ク
ラ
テ
’
i
ス
で
あ
り
、

プ
ラ
ト
ー
ン
に
於
て
は
プ
ラ
ト
ー
ン
で
あ
る
。
其
ご
同
様

に
宇
宙
は
総
て
の
も
の
に
母
野
す
る
Q

　
宇
宙
は
具
禮
的
原
理
で
あ
り
、
そ
し
て
正
し
く
其
の
織

に
於
て
最
大
者
で
あ
る
と
言
ふ
こ
ご
が
出
來
る
。
其
故
に

具
腱
的
最
大
者
の
絶
甥
的
最
大
者
か
ら
の
…
箪
一
的
流
出
に

よ
っ
て
全
宇
宙
が
存
在
す
る
や
う
に
な
っ
た
こ
ご
は
明
か

で
あ
る
。
併
し
総
て
の
存
在
者
は
、
其
が
宇
宙
の
部
分
で

あ
る
限
、
そ
し
て
其
な
し
に
は
宇
宙
は
具
量
的
な
唯
一
の

全
膿
的
な
完
全
な
宇
宙
で
あ
る
こ
ご
は
出
來
な
い
だ
ら
う

が
、
宇
宙
ビ
共
に
存
在
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
Q

古
の
流
出
説
に
於
て
の
や
う
に
、
時
間
的
な
、
段
階
的
な

流
出
を
認
め
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
藝
術
家
の
意
圖
に
於

て
全
騰
例
之
家
が
部
分
、
例
之
壁
よ
り
も
前
に
あ
る
や
う

に
、
帥
の
乱
曲
か
ら
総
て
の
も
の
が
存
在
に
移
行
し
た
ご

き
に
、
先
づ
宇
宙
が
そ
し
て
績
い
て
総
て
の
も
の
が
（
露

な
し
に
は
宇
宙
は
宇
宙
で
は
な
く
又
完
全
で
は
7
3
ひ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

う
）
存
在
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
其
故
に
、
抽

象
的
な
も
の
が
呉
禮
的
な
も
の
に
存
す
る
や
う
に
，
抽
象

的
最
大
者
は
具
難
壁
最
大
者
に
於
て
先
行
者
ご
し
て
考
へ

ら
れ
る
。
從
っ
て
其
は
、
絶
封
的
に
総
て
の
具
膿
的
な
も

の
に
含
ま
れ
て
居
る
が
故
に
、
総
て
の
部
分
に
存
す
る
。

何
と
な
れ
ば
、
紳
は
世
界
帥
ち
宇
宙
の
絶
謝
的
通
性
原
理

で
あ
る
か
ら
。
併
し
宇
宙
宙
ら
は
具
膿
的
逓
性
原
理
で

あ
る
O
（
図
ω
ヴ
2
碧
玉
U
O
瓢
の
ρ
旦
鮎
q
界
9
ω
9
ぴ
ω
O
げ
5
一
肖
5
島

ω
〇
二
畠
臨
く
○
屋
P
　
d
．
三
く
Φ
δ
毎
月
　
く
費
o
o
ω
け
　
一
℃
ψ
9
　
ρ
三
q
a
3
ω
・

o
O
暮
蚕
9
9
’
）
宇
宙
は
此
で
あ
れ
、
其
で
あ
れ
、
或
る
存
在

者
に
愛
し
て
具
膿
的
ご
言
は
れ
る
Q
唯
一
者
な
る
榊
は
一

な
る
宇
宙
に
存
す
る
、
併
し
宇
宙
は
具
里
芋
に
制
限
さ

れ
て
総
て
の
も
の
、
中
に
存
す
る
Q
か
く
し
て
、
軍
｝
的
統

一
な
る
淋
は
、
彼
が
一
な
る
宇
宙
に
實
存
在
す
る
こ
ご
に

よ
っ
て
、
言
は
“
此
の
宇
宙
の
媒
介
に
よ
っ
て
、
総
て
の
も

の
、
中
に
存
し
、
そ
し
て
物
の
多
数
性
は
又
一
な
る
宇
宙

の
媒
介
に
よ
っ
て
紳
の
中
に
存
す
る
こ
ご
が
理
解
さ
れ
る
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で
あ
ら
う
。
（
国
け
沖
9
剛
簿
○
田
雁
℃
0
8
N
津
臼
9
ご
。
島
o
U
o
ζ
ρ

ぬ
ξ
O
も
。
け
自
巳
汁
霧
忽
ヨ
宮
山
鼠
ω
Q
。
同
ヨ
P
Φ
臨
ω
8
護
卿
O
貯
毎
ρ
〇
二
巳
－

＜
Q
・
ω
P
　
O
馨
O
〆
　
0
9
曜
ω
○
ρ
鎧
①
コ
ぼ
　
一
昌
○
鮎
㌶
目
附
O
　
葺
暫
く
O
毎
O
　
画
＝

9
ゴ
蝕
ぴ
瓢
ω
℃
白
豆
叢
，
9
一
詳
p
q
志
田
O
民
。
営
”
ヨ
O
象
鍵
洋
①
≡
日
○
戸
5
剛
く
Φ
康
P

ぎ
同
）
Φ
P
H
炉
A
．
）

　
以
上
の
こ
ご
を
正
確
に
考
察
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
ア
ナ

ク
サ
ー
ゴ
ー
ラ
ス
の
コ
切
の
も
の
は
一
切
の
も
の
に
あ

る
L
（
ρ
郎
○
忍
び
簿
貯
ρ
信
。
ぎ
⑦
什
）
ご
い
ふ
言
の
興
理
性
の
根

標
を
、
そ
し
て
其
を
彼
自
ら
よ
り
も
一
瓢
深
く
理
解
す
る

こ
ご
は
難
く
な
い
で
あ
ら
う
。
．
郎
ち
前
節
に
よ
っ
て
明
か

で
あ
る
や
う
に
、
紳
は
、
総
て
の
も
の
が
彼
に
あ
る
や
う

に
総
て
の
も
の
に
あ
り
、
そ
し
て
血
忌
確
か
め
ら
れ
π
や

う
に
、
帥
は
宇
宙
の
媒
介
に
よ
っ
て
総
て
の
も
の
に
あ
る

が
故
に
、
総
て
の
も
の
が
総
て
の
も
の
に
あ
り
そ
し
て
各

の
も
の
が
各
の
も
の
に
あ
る
こ
ε
は
明
か
で
あ
る
。

　
宇
宙
は
穴
“
被
制
限
的
に
の
み
物
に
存
し
そ
し
て
各
の

現
實
的
に
存
在
す
る
も
の
は
、
現
實
的
に
其
が
あ
る
ご
こ

　
　
　
　
こ
i
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
（
承
葡
）

ろ
の
も
の
で
あ
ら
ん
が
た
め
に
、
宇
宙
を
含
む
。
併
し
現

實
的
に
存
在
す
る
総
て
の
も
の
は
帥
の
中
に
存
す
る
、
何

こ
な
れ
ば
彼
自
ら
は
総
て
の
も
の
、
現
骨
性
で
あ
る
か

ら
。
首
魚
性
は
可
能
性
の
完
成
ご
目
標
ご
で
あ
る
。
宇
宙

は
各
の
現
實
的
に
存
在
す
る
も
の
に
於
て
被
制
限
的
（
具

膿
的
）
原
理
で
あ
る
○
其
故
に
宇
宙
の
中
に
あ
る
紳
が
各
の

存
在
者
の
中
に
存
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
Q
恰
か
も
宇

宙
が
面
接
的
に
棘
の
中
に
存
す
る
や
う
に
。
コ
切
の
も
の

が
一
切
の
も
の
に
あ
る
」
こ
い
ふ
の
は
、
帥
が
総
て
の
も
の

に
よ
っ
て
総
て
の
も
の
に
存
し
、
そ
し
て
、
総
て
の
も
の

が
総
て
の
も
の
に
よ
っ
て
棘
に
存
す
る
こ
ご
に
他
な
ら
な

い
。
（
窯
○
β
o
ω
⇔
o
お
。
農
⊆
卿
象
o
O
δ
ゆ
瓢
○
巳
ヨ
9
0
ω
ω
○
陣
二

ρ
自
○
嵩
び
O
舘
ぬ
＝
騨
目
U
①
二
日
℃
曾
。
ヨ
三
ρ
o
湊
○
営
○
ヨ
三
σ
＝
ω

o
け
9
瞑
ぎ
貯
℃
窪
。
筥
昌
β
⑦
ω
の
①
㎞
⇒
］
）
O
o
・
）

　
併
し
此
に
注
意
す
べ
き
は
、
其
は
自
然
哲
學
的
原
理
で

は
な
く
し
て
形
而
上
學
的
原
理
と
さ
れ
て
居
る
こ
ご
で
あ

る
。
か
く
し
て
こ
そ
我
々
は
其
を
「
ア
ナ
ク
サ
ー
ゴ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
　
　
暫
【
墨
・
研
W
究
　
　
第
胃
エ
ハ
十
入
瀞
卿

鰯
ス
自
ら
よ
り
も
恵
深
一
理
解
す
る
」
こ
ご
が
出
鳴
る
の

　
　
で
あ
る
。
即
ち
、
如
何
な
る
現
實
的
な
も
の
も
、
大
な
）

　
　
小
な
り
の
劉
合
に
よ
る
総
て
の
元
素
の
混
合
な
し
に
は
存

　
　
し
な
い
、
．
其
故
に
如
何
な
る
物
理
的
元
素
も
其
の
純
粋
性

　
　
に
於
て
は
残
徐
の
も
の
か
ら
分
離
さ
れ
な
い
ε
い
ふ
の
で

　
は
な
い
。
さ
う
で
は
な
く
し
て
、
各
の
特
殊
な
も
の
は
宇

　
宙
に
於
け
る
他
の
諸
物
を
、
其
の
有
機
的
統
一
に
於
け
る

　
全
盤
を
形
成
せ
ん
が
た
め
に
指
示
す
る
こ
い
ふ
の
で
あ

　
　
る
ゆ
各
の
も
の
は
各
の
も
の
に
依
存
す
る
。
何
ご
な
れ
ば

　
　
一
つ
の
段
階
は
或
る
他
の
段
階
な
し
に
は
あ
る
こ
ご
が
毘

　
來
な
い
か
ら
。
恰
か
も
身
謄
…
に
於
て
各
部
が
各
部
に
關
係

　
し
、
そ
し
て
総
て
の
も
の
が
総
て
の
も
の
に
含
ま
れ
て
居

　
る
や
う
に
Q
即
ち
、
眼
は
現
實
的
に
手
や
足
や
其
他
総
て

　
の
も
の
で
あ
る
こ
ε
が
毘
來
な
い
が
故
に
、
眼
は
眼
で
あ

　．

閨
A
足
は
足
で
あ
る
こ
ご
に
満
足
す
る
。
そ
し
て
総
て
の

　
部
分
は
、
各
の
も
の
が
最
善
の
仕
方
で
其
が
あ
る
ご
こ
ろ

　
の
も
の
で
あ
ら
ん
が
元
め
に
、
相
互
に
支
持
し
合
ふ
。
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

に
於
て
は
手
は
手
で
は
な
く
，
足
は
足
で
は
な
く
し
て
、

其
々
は
眼
で
あ
る
、
そ
し
て
、
眼
ご
し
て
直
接
的
に
人
間

に
存
す
る
。
結
言
に
絡
て
の
部
分
は
足
に
存
し
、
そ
し
て

足
こ
し
て
直
接
的
に
入
間
に
存
す
る
。
其
故
に
各
の
部
分

は
各
の
部
分
に
よ
っ
て
直
接
的
に
人
間
に
存
し
、
そ
し
て

人
間
は
各
の
部
分
に
よ
っ
て
各
の
部
分
に
存
す
る
。
此

の
如
く
に
し
て
帥
ご
世
界
こ
の
類
似
性
は
明
か
に
さ
れ

る
O
（
H
H
軸
心
・
．
）

　
＊
8
註
幹
露
ざ
び
8
髄
。
ド
”
醤
O
一
二
墾
照

　
次
に
世
界
は
、
憩
の
三
位
一
膿
に
無
慮
し
て
、
三
位
一
、

膿
を
示
す
。
謬
伝
的
統
一
は
統
一
こ
し
て
三
位
一
膿
酌
で

あ
る
。
併
し
、
其
は
絶
謝
的
な
仕
方
に
於
て
い
は
な
く
し

て
、
解
義
、
全
膿
が
部
分
に
存
立
す
る
や
う
に
、
具
禮
的

な
仕
方
に
撃
て
い
あ
る
。
そ
し
て
此
の
三
位
は
可
能
性
即

ち
質
料
（
℃
。
ω
ω
凶
蓬
冨
の
ψ
ぎ
ヨ
碧
①
薮
）
ご
形
相
（
剛
。
巷
ρ
）
ご

結
合
（
。
9
課
目
旨
）
ε
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、
具
膿
的

者
は
、
三
具
的
に
な
り
得
る
も
の
こ
、
具
膿
的
な
ら
し
め
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る
も
の
こ
、
忍
者
の
共
同
的
活
動
に
よ
っ
て
始
め
て
成
し

途
げ
ら
れ
る
結
合
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
る
こ
ご
が
出
來
な

い
か
ら
。
（
員
ご

　
併
し
可
能
性
は
絶
野
的
で
は
な
い
、
絶
饗
性
は
た
い
牌

性
に
の
み
透
す
る
か
ら
○
第
一
原
理
を
除
い
た
総
て
の
も

の
は
必
然
的
に
相
器
的
で
あ
る
、
其
故
に
相
樹
的
可
能
性

か
ら
涯
別
さ
れ
た
絶
醤
的
可
能
性
が
あ
る
こ
ε
は
出
女
な

い
。
物
に
於
て
は
可
能
性
は
常
に
限
定
さ
れ
て
居
る
。
若

し
可
能
性
が
限
定
さ
れ
て
居
ら
な
い
な
ら
、
物
の
理
性
的

根
慷
を
挿
せ
す
総
て
の
も
の
は
偶
然
に
よ
っ
て
あ
る
で
あ

ら
う
。
其
故
に
世
界
は
、
其
が
現
在
あ
る
制
限
さ
れ
た
仕

方
以
外
に
於
で
は
、
存
在
す
る
こ
ご
は
出
來
な
か
っ
た
で

あ
ら
う
O
（
戸
G
o
’
）

　
次
に
叉
可
能
性
の
實
現
の
た
め
に
世
界
露
魂
の
假
説
を

導
入
す
る
こ
ざ
も
許
さ
れ
な
い
、
何
ご
な
れ
ば
世
界
鑑
魂

が
あ
り
こ
す
れ
ば
、
其
は
現
實
的
無
限
者
ビ
有
限
者
ど
の

中
間
者
ご
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
、
併
し

　
　
　
　
二
i
冒
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
　
（
承
前
）

此
の
如
き
こ
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
。
宇
宙
の
精
帥
ご

文
暦
の
間
に
階
段
を
置
く
こ
ご
は
斥
け
ら
れ
総
て
の
も
の

は
諸
形
式
の
形
式
（
二
＝
斜
｛
○
同
門
ρ
9
由
O
吐
峯
日
簿
目
葺
〔
冨
）
師
ち
神
の

軍
一
性
に
蹄
せ
ら
れ
る
。
物
の
諸
形
式
は
、
其
等
が
具
膿
的

で
あ
る
限
に
於
て
の
み
異
っ
て
居
る
。
併
し
廊
下
が
絶
封

的
で
あ
る
限
に
於
て
は
何
等
の
逼
別
な
し
に
一
で
あ
る
。

コ
の
無
限
な
範
例
の
み
が
必
要
に
し
て
充
分
で
あ
る
L

（
d
冨
。
讐
貯
即
蓉
竃
ご
。
〆
ρ
ヨ
営
鍵
3
暮
g
目
。
ω
汁
。
陰
一
一
鵠
首
。
＝
ω

o
け
昌
①
o
霧
ω
霞
二
日
）
成
程
、
我
々
は
世
界
に
於
て
相
異
せ
る

物
の
根
糠
を
塵
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
併
し
此
は
た

い
相
甥
的
に
（
具
膿
尊
者
こ
し
て
）
考
へ
ら
れ
た
物
に
の
み

關
証
し
、
総
て
の
も
の
、
最
輩
一
な
根
糠
に
は
關
係
し
な

い
。
維
封
的
者
ε
相
醤
的
者
ご
の
間
に
は
中
間
力
は
存
し

な
い
。
（
ω
o
霊
気
。
魯
ご
U
⑦
話
Φ
ω
什
9
び
。
・
良
簿
斜
○
ζ
謹
貯
p
夢

8
簿
鑓
9
9
）
帥
の
み
が
、
此
等
の
も
の
が
絶
謝
的
こ
し
て

考
へ
ら
れ
る
限
は
、
量
界
の
露
鋒
に
し
て
精
紳
で
あ
る
Q

（H

S
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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鞍
H
獄
華
研
究
　
　
第
百
山
ハ
ふ
し
八
號

　
併
し
一
つ
の
中
間
力
が
、
他
の
仕
方
に
著
て
導
入
せ
ら

れ
る
、
其
は
運
動
で
あ
る
。
其
は
宇
宙
の
精
騨
で
あ
り
、

可
能
性
ご
現
實
性
ε
の
、
質
料
ご
形
相
こ
の
結
合
の
原
理

で
あ
る
。
自
然
は
言
は
“
運
動
に
よ
っ
て
生
起
す
る
絡
て

の
も
の
、
綜
膿
で
あ
る
。
　
（
d
匿
。
舜
9
舜
霧
け
ρ
奏
。
。
一

〇
〇
ヨ
葛
。
鋤
ま
○
ヨ
づ
ご
一
昌
ρ
舞
。
℃
曾
ヨ
Q
貯
已
智
⇔
ε
此
の

蓮
宮
帥
ち
精
帥
（
ヨ
。
露
。
。
。
・
貯
㊦
呂
窪
宕
ω
）
は
紳
出
精
淋
よ
り

來
る
、
そ
し
て
其
に
よ
っ
て
可
能
性
は
露
寒
性
に
現
品
性

は
可
能
性
に
移
り
行
く
の
で
あ
る
。
仲
介
的
蓮
動
は
愛
情

に
よ
っ
て
の
や
う
に
絡
て
の
も
の
を
統
一
に
結
合
す
る
、

其
故
に
総
て
の
も
の
か
ら
一
宇
宙
が
存
立
す
る
こ
ご
が

出
隠
る
の
で
あ
る
。
此
の
運
動
に
よ
っ
て
物
は
、
各
面
の

も
の
こ
異
っ
て
、
動
か
さ
れ
て
、
若
し
出
交
れ
ば
よ
り
よ

き
駿
態
に
激
て
彼
等
を
維
持
す
る
。
そ
し
て
性
の
結
合
に

よ
っ
て
種
を
維
持
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
此
の
如
き
相
封

的
秩
序
に
於
て
は
絶
鋼
車
に
最
大
で
あ
る
騒
動
は
な
い
Q

何
こ
な
れ
ば
、
最
大
の
運
動
は
静
止
ご
蹄
一
す
る
か
ら
。

（H

g
狽
ρ
）

九
八

　
前
節
に
於
て
淋
の
無
限
性
か
ら
否
定
紳
學
が
鰭
結
し
た

や
う
に
、
世
界
の
無
限
性
か
ら
新
し
い
宇
宙
槻
が
提
出
さ

れ
る
。
（
H
H
藁
μ
一
お
し
）

　
世
界
は
耳
底
を
有
し
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば
若
し
世
界
が

中
心
8
周
置
ご
を
有
す
る
な
ら
、
其
は
其
自
ら
の
中
に
始

源
ご
絡
極
ご
を
有
七
、
或
る
他
の
も
の
に
よ
っ
て
制
限
さ

れ
、
そ
し
て
点
燈
の
外
に
或
る
他
の
も
の
が
、
旧
聞
が
あ

る
で
あ
ら
う
。
併
し
此
の
如
き
こ
と
は
眞
理
に
背
反
す
る

か．

轣
B
そ
し
て
笹
界
は
絶
封
的
に
無
限
で
は
な
い
け
れ
ざ

も
、
而
か
も
有
限
で
あ
る
ご
考
へ
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。

何
ε
な
れ
ば
世
界
は
其
の
中
に
包
み
込
ま
れ
る
限
界
を
有

し
な
い
か
ら
。
其
赦
に
地
球
は
世
界
の
中
心
で
は
な
い
、

又
恒
星
界
は
其
の
周
邊
で
は
な
い
。
尤
も
、
地
球
を
天
ご

比
較
す
れ
ば
地
球
は
中
心
に
、
天
は
周
邊
に
近
い
や
う
に

見
え
る
け
れ
ざ
も
。
世
界
の
中
心
は
地
球
の
内
部
よ
り
も



s1｛」

寧
ろ
外
部
に
あ
る
○
否
地
球
も
又
他
の
或
る
天
膿
も
中
心

を
有
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
中
心
ご
は
立
腰
か
ら
等
距

離
に
あ
る
黙
で
あ
り
、
そ
し
て
爾
ほ
よ
り
完
全
で
あ
る
こ

ご
の
出
雲
な
い
程
完
全
な
球
や
圓
が
存
在
す
る
こ
ご
は
不

可
能
で
あ
る
か
ら
。
世
界
の
中
心
で
あ
る
棘
は
、
又
地

球
の
、
絡
て
の
天
膿
の
、
そ
し
て
世
界
の
総
て
の
も
の

、
中
心
で
あ
る
Q
彼
は
同
時
に
総
て
の
も
の
、
無
限
の

周
邊
で
あ
る
。
　
（
O
鼠
。
馨
8
馨
讐
副
馬
毎
回
詑
ω
o
ま
O
o
け

U
㊦
二
ω
び
O
嵩
Φ
＆
9
二
ρ
出
一
〇
〇
馨
O
Φ
鴇
窪
毎
ご
8
R
g
O
簿
9
昌
欝
凶
葺
昌

ω
℃
財
器
鎚
蒙
ヨ
”
簿
ρ
g
O
嵩
ρ
艮
二
尊
臼
郵
○
ぎ
ヨ
戸
琶
島
○
ω
三
昼

ρ
乱
。
ω
け
⑭
陣
営
三
9
爵
巳
信
一
昌
○
騨
9
ご
5
諭
お
暮
す
凶
一
島
三
欝
阜
）
次

に
天
に
は
固
定
せ
る
不
動
の
極
は
な
い
。
天
の
各
部
分

は
、
不
等
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
運
面
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
或
る
星
は
最
大
の
圓
を
、
他
の
星
は
最
小
の
圓
を

描
ぐ
や
う
に
見
え
る
。
併
し
圓
を
描
か
な
い
星
は
な
い
Q

天
球
に
は
澗
定
せ
る
極
が
な
い
、
其
故
に
、
爾
…
極
か
ら
等

距
離
に
隔
π
る
中
心
も
な
い
こ
ε
は
明
か
で
あ
る
。
天
球

　
　
　
　
　
ニ
ー
質
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
婁
ヌ
ス
　
（
添
前
）

の
極
は
中
心
ご
一
致
す
る
、
從
っ
て
中
心
ご
極
ご
は
他
で

は
な
い
、
神
で
あ
る
。
焼
土
に
よ
っ
て
地
球
が
運
動
す
る

こ
ビ
は
明
か
で
あ
お
。

。
既
の
如
き
新
し
い
大
壷
な
宇
宙
観
が
、
勿
論
其
の
先
躍
ば
あ
っ
れ
け
れ
ざ

　
も
、
全
く
論
理
的
に
彼
の
形
両
上
學
的
原
理
か
ら
導
き
禺
さ
れ
れ
こ
定
は

　
涯
目
に
値
す
ろ
。
（
臼
●
考
露
£
霞
ち
7
臼
●
℃
’
濫
ω
疹
照
）
併
し
、
其
ぱ

　
又
他
方
、
後
の
籔
學
的
自
然
毒
學
に
基
く
新
天
命
學
に
著
し
い
封
比
な
な

　
す
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
如
き
こ
ご
を
古
代
人
は
知
ら
な
か
っ
淀
、
併
し
、

我
々
に
ご
つ
て
は
、
既
の
地
球
が
首
際
に
運
動
す
る
こ
ご

は
全
く
明
か
で
あ
る
。
尤
も
我
々
は
其
に
氣
付
か
な
い
け

れ
ざ
も
。
何
こ
な
れ
ば
、
我
々
は
運
動
を
た
や
図
る
不
動

者
ご
比
較
し
て
の
み
知
署
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
若
し
ひ

ご
が
水
の
流
れ
る
の
を
知
ら
す
樹
冠
を
見
な
い
な
ら
、
如

何
し
て
彼
は
、
舟
に
乗
っ
て
水
上
に
あ
り
な
が
ら
、
舟
が

動
く
の
に
氣
付
く
だ
ら
う
か
。
同
機
に
、
彼
は
地
球
に
、
太

陽
に
、
或
は
或
る
他
の
星
に
あ
ら
う
ご
、
自
分
は
或
る
不

動
の
中
心
に
あ
り
、
そ
し
て
総
て
も
の
は
自
分
の
糊
園
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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含
意
す
る
に
見
え
る
で
あ
ら
う
。
世
界
の
構
造
は
言
は
“

か
う
で
あ
る
、
其
は
到
る
庭
に
中
心
を
有
し
、
そ
し
て
何

慮
に
も
周
邊
を
有
し
な
い
、
何
ε
な
れ
ば
中
心
ビ
周
邊
ご

は
帥
で
あ
り
、
そ
し
て
瀞
は
斎
庭
に
も
あ
り
何
慮
に
も
あ

ら
澱
か
ら
（
d
＆
①
Φ
葺
贈
8
ぼ
舜
∋
二
¢
象
ρ
舜
ω
博
冨
び
雪
ω

二
玄
ρ
β
o
o
Φ
p
霞
信
欝
偉
冨
弓
コ
一
ぽ
。
マ
。
琿
ヨ
南
①
お
纂
艶
冶
ρ
g
o
巳
9
ヨ

9
δ
三
出
二
更
馨
β
簿
。
Φ
旨
ぼ
・
q
ヨ
U
Φ
⊆
ψ
①
ω
F
ρ
鼠
。
ω
け
g
ぼ
ρ
葺
Φ

Φ
け
コ
戸
巳
ま
ご

　
最
後
に
宇
宙
に
於
け
る
地
球
の
地
位
に
就
い
て
＝
爵
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
球
は
傳
統
的
に
、
唯
一
の
腐
敗

ご
隙
落
の
領
域
ご
考
へ
ら
れ
て
來
π
Q
併
し
此
は
誤
っ
て

居
．
る
G
我
々
の
地
球
は
「
最
も
低
く
卑
し
い
」
（
〈
濠
ω
ω
両
肩
p

o
け
ヲ
ゆ
ヨ
9
）
ご
い
ふ
や
う
な
拘
は
れ
π
見
解
は
全
然
斥
け

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
宇
宙
の
他
の
部
分
に
あ
る
者
に

は
、
地
球
も
亦
一
つ
の
輝
け
る
星
の
や
う
に
見
え
る
で
あ

ら
う
。
叉
地
球
に
の
み
入
間
は
住
む
の
で
は
な
い
。
併
し

地
球
以
外
の
諸
星
に
由
他
の
種
類
の
人
朋
が
住
む
か
ち
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
○
○

て
、
其
に
住
む
人
間
が
我
々
に
優
つ
淀
も
の
で
あ
ヴ
。
ざ
い

ふ
こ
ご
は
露
結
し
な
い
。
何
こ
な
れ
ば
地
球
に
住
む
我
々

の
知
性
よ
り
優
れ
π
も
の
は
存
在
し
な
い
か
ら
。
そ
し
て

入
間
は
、
走
る
他
の
性
質
を
で
は
な
く
し
て
、
た
い
彼
自

ら
の
性
質
に
於
て
完
全
で
あ
る
こ
ご
を
求
め
て
努
力
す
る

の
で
あ
る
。
（
未
完
）

　
　
前
回
（
第
百
六
十
六
號
）
誤
植
訂
正
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想
　
　
　
思
想
家

H
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峯
ニ
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H
誹
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唱
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の
　
の

適
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大
渓
に
　
陰
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

望
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げ
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O
片
9
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

完
全
理
解
す
る
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理
解
薯


